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日本人 の中国観
「敗戦」 はそれを どう変 え たか
田 畑 光 永
は じめ に
16世 紀 中葉 に欧米諸 国 との接触 が始 ま るまで、 日本 に とって の外 国 は朝鮮
半 島を もその一部 とす る中国世界 のみで あった。 も とよ りその地理 的位 置 か
ら、 日本列 島 には先住 民(が い た と して)の ほか に大陸や太 平洋 の島々か ら
の渡来人 も混 住 してい る以上、 この列 島 とそ の周辺 地域 との往 来 、交流 は古
くか ら不断 に続 いて来 たわ けで あ るが、歴 史時代 に入 って 自分た ち とは違 う
社会 と して意 識 され たの は中国世界 のみで あった と言 っていい。
それ がいつ の 時代 に、 どの よ うに始 ま った かは明 らか ではない が、 中国の
史書 に初 めて 日本 が登場 す るのは、前 漢 ・武帝 の時代(前2世 紀 中葉)を 描
い た漢書地理 志 の次 の記 述で ある。
「夫れ楽浪海 中に倭人 あ り、分かれ て百余 国をなす。歳 時を以 って来献す 、
とい う」
「来献す 」 とあ る以上、 自分 たち よ りも強 い もの 、上 の もの とい う意識 を
当時の倭 人た ちが持 って、大陸 に対 してい た こ とは明 らかで ある。 以来 、中
国世界 は 日本 人 に とって先進 文化 の供 給地、学 びの対象 と して存在 して きた。
時にそれ に反 発 す る こ とは あって も(平 安の 国風 文化 の 時代)、 ま た 中国世
界 の一構成部 分 で ある朝鮮半 島の政権 と格付 け を争 うよ うな場面 が あって も
(朝鮮 通信使 の時代)、 基本的 にその関係 は変 わ らなかった。
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そ うい う両者 の 関係 に欧 米 とい う第 三者 が登場 す るのは、16世 紀 中葉 以降
の ことで ある。 その新 たな接触 が織 田信長 を経 て、豊 臣秀吉 の朝鮮 半島へ の
出兵(16世 紀末)と い う破天荒 な行 動 を生 んだ のは、後 の歴史 を考 える時に
示唆 的で あるが、欧米 との関係 を どの よ うに構 築す るかが具体 的、かつ緊急
の課題 となった19世 紀 中葉以 降、 日本人 の中国世界 に対す る見方 は劇 的に変
化す る。
1860年 、徳川 幕府 は米国へ初 めて使節 を派遣 す るが、米艦 ポーハ タン号に
乗 った正使 、副使 とは別 に成 臨丸で 同行 した福沢諭 吉 は 「日本 を出 るまでは
天 下独 歩 、眼中人 な し怖 い もの な しと威 張 って いた嘉 落書生 も、初 めてアメ
リカ に来 て花嫁 の よ うに小 さくなって しま った」(『 福 翁 自伝 』)。
一方
、1862年 、西洋諸国 との交易の可能性 を探 る幕府 の千歳丸に 同乗 して、
清 国の上海 に渡 った長州藩 の高杉晋作 は、港 に林 立す る欧米 商船 のマス トと
どこまで も連 な る商館 の 白亜の壁 に圧倒 され る と同時 に、その列 強にカで押
さえつ け られ てい る清 国 と清国人の姿 を見て、危機感 を募 らせ た。
そ して幕末 の動 乱期 、薩長 土肥 を中心 とす る勢力 は 「尊王擁夷 」 を表看板
に して幕 府軍 を破 り、明治維新 政府 が成 立す るが、それ は成 立直後 か ら 「外
国 トノ和親 」(勅 諭)を 掲 げ、欧米 式 の近代化 にまい進す る。 その際 の重 要
な課題 で あった不 平等条約 の改正 を実現す るた めの前提 として近 隣諸 国 との
条約 関係 の整備 を進 める。
清 国 とは欧米諸 国 か ら押 し付 け られた不 平等条項 を互 い に相 手 に課 そ うと
し、結 果 的 には双 方 が領事裁 判権 を認 め合 うとい う 「日清修 好条規 」(1871
年)を 締結す るが 、鎖国政策 と対 日警 戒感 か ら交渉 に応 じない李氏朝鮮 に対
しては、政権 内部 に 「征 韓論」 さえ台頭 す る。 それ は現実 とは な らなか った
が、その後 、軍部 に よる朝鮮 に対す る武力挑発(江 華 島事件 ・1875年)を 導
火線 と して、高圧 的 な態度 で きわめて不平 等 な 「日朝修好 条規 」(1876年)
を締結 させ る。
この段階 で中国世界 を文化 先進 国 と して振 り仰 ぐ伝 統的 な観 念 は欧米文化
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の強力 、華麗 さの前 にす っか り色槌せ て しまい、欧米へ の接 近の度合 い を清
国、朝鮮 との優 劣争 いの基準 と して 日本 は 自らの うちに建 て るにい たった と
言 え る。
それ を世論 の上 で リー ドしたのは、 もっ とも早 く欧米文化 に直接触 れた一
人 で ある福沢 諭 吉で あった。福 沢 は言論 で国 内を リー ドした ばか りでな く、
朝鮮 に対 して も改革派 の金玉均 を通 じて実力行使 を ともな う政変 の企 画、実
行 にふか く関わ り(甲 申政変 ・1884年)、その こ とが破 れ るや 、一転 して朝鮮 、
清国 を文 明に取 り残 され 、 いずれ 亡国 にい たるべ き遅れ た存在 として、それ
と同列 に見 られ る ことを拒否す るだけで な く、欧米 に倣 って朝鮮 、清 国 に対
すべ しとい う 「脱亜論 」 を世 に問 うたので あった(1885年)。
そ うした風潮 の 中で、朝鮮 を清 国の支配 下 か ら奪い取 って、 自らの支配 の
下 に置 き、南 下す る ロシアへ の防壁 とす るこ とが当然 の政策方 向 と して定着
し、伊藤博文 内閣 は朝鮮 にお け る東 学の乱(1994年)に 際 しての強行 出兵 、
さらに清 国軍 との強行 開戦(日 清戦争)へ と突 き進 ん でい く。
この戦争 に勝利 した後 、国 内では清 国 を軽蔑 の対 象 とす る見方が知識 人 の
み な らず 、庶 民の レベル にお いて も定着す る。福 沢諭 吉は 自伝 の最後 で こ う
喜ぶ。
「ところで顧み て世の 中を見れ ば堪 え難 い こ とも多 い よ うだ が、一国全体
の大 勢は改進 進歩 の一方 で、次第 々々 に上進 して、数年 の後そ の形 に顕 われ
ありがた
た るは、 日清戦争 な ど官民一致の勝利 、愉快 とも難 有い とも言い よ うが ない。
さき
命 あれ ば こそ コンナ こ とを見 聞す るのだ、前 に死 ん だ同士 の朋 友 が不幸 だ 、
アア見せてや りたい と、毎度 私 は泣 きま した」(『 福翁 自伝 』)
また 、明治 、大正期 のジ ャーナ リス ト、生方敏郎 は 日清戦後 の庶 民の心理
を こ う描 いてい る。
「あま りに脆 く敗北 した とい う事実 が、 日本 国民 を してす っか り支那 を安
く値踏み させ た。爪 の長 い こと、足 の小 さい こ と(纏 足 … 引用者)、 音 い こ
と、滑稽 な豚 尾(辮 髪 … 同)等 が、す っか り漢 人や 唐人 の絵 を見 て胸 に描
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い て いた 我 々 の イ リウジ ョン を打 ち破 っ て しま っ た。 … 支 那 な んぞ 地 図
の 上 に ば か り大 き くて も実 力 が な い。 憎 くは あ るが 、 これ か らの若 い者 は西
洋 か ら物 を 学 ば な けれ ば な らな い 。 漢 文 よ り英 語 を 、 とい う考 え が 、 自分 の
将 来 ばか り見 つ め て い る神 経 質 な 少 年 た ち の 頭 に来 た 」(『 明治 大 正 見 聞 史』
中公 文 庫 版)
目清 戦 争 の勝 利 で 、 清 国 か ら当 時 の 国家 予 算 の4年 分 も し くは それ 以 上 に
も相 当 し よ うか とい う巨額 の賠 償 金 を得 た 日本 は そ の ほ とん どを軍 備 拡 張 に
つ ぎ込 み 、 ア ジア で 唯一 の 軍 事 国 家 へ と成 長 す る。 そ して そ の 軍事 力 を1941
年 の 太 平 洋 戦 争 突 入 ま で は 、1918年 に ロシ ア 革命 に干 渉 して シベ リアへ 出兵
した 以 外 、 も っ ぱ ら中 国 大 陸 で 行 使 した。 義 和 団 事 変 へ の 出 兵(1900年)、
日露 戦 争(1904-5年)、 青 島 占領(1914年)、 山東 出兵(1927,28年)、 満 州
事 変(1931年 一)、 日中全 面 戦 争(1937年)で あ る。
こ のい ず れ に お い て も 日本 は 軍事 的 に 敗 北 す る こ とは な か っ た。 前 の3度
の相 手 は そ れ ぞれ 義 和 団 で あ り、 ロ シ ア 軍 で あ り、 ドイ ツ 軍 で あ って 、 中国
軍 で は な か っ た。 次 の2度 の相 手 は 北 伐 途 上 の 国 民 革 命 軍 で あ り、 張 学 良 軍
で あ っ て 、 中 国 軍 で は あ っ た が 、 いず れ も 日本 軍 と戦 うこ と を想 定 して い な
い 時 に 、 日本 側 か ら軍 事 行 動 を しか け た も の で あ った 。
した が っ て 、 満 州 事 変 ま で は 日本 は 中国 と戦 争 して 勝 っ た とい うよ り、 中
国領 内 で 日本 が 軍 事 力 を振 り回 して 、 そ の 時 々 の相 手 を押 さえっ け た り、痛
手 を与 え た り とい う結 果 に な っ た(ロ シ ア 軍 に は 完 勝 した とは言 い が た く、
ま た 北伐 軍 は 日本 軍 との衝 突 の 後 、 戦 闘 を避 け て北 上 した)の だ が 、 とにか
く敗 北 しな か っ た こ とが 、 日清 戦 争 後 に生 ま れ た 中 国蔑 視 を よ り強 固 な もの
と し、 そ れ が1937年 、戦 わ な けれ ば な らな い 理 由 もな い ま ま に 「暴 支麿 懲 」
の 掛 け声 の も と、 日中全 面 戦争 へ と突 っ込 ん で い く無 謀 さを生 ん だ と言 え る。
しか し、 この 戦 争 にお い て は 、 中 国側 は それ ま で十 年 間 に わた って 「掃討 」
対 「抵 抗 」 の争 い を続 け て い た 国 民 党 と共 産 党 が ま が りな りに も抗 日統 一 戦
線 を結 成 して抵 抗 した。 とな れ ば 、 た とえ 個 々 の部 隊 の 戦 力 にお い て有 利 で
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あろ うと、 自国の領 土 の25倍 もの広 さを軍事力 で制圧す るこ とは所詮 不 可能
で あ り、結局 、 日本 軍 は広 い大陸で点 と線 だ けを抑 えたまま、戦局 終結 の方
途 を見出せ な い状況 に陥 ったのは必 然で あった。
その局面 を打 開す るた めに、資源 を求 めて東 南 アジアへ の南進 を図 るが、
それ が米国そ の他 を警 戒 させ た結果 、米 国か ら 日本 軍 は中国か ら撤退 せ よと
い う要求 を突 きつ け られ、 日米 交渉決 裂 、太 平洋 戦争へ とい う破 局へ の シナ
リオに進 む こ とにな る。
この よ うに、19世 紀 末か ら20世 紀 半ば にい た る 日本 の対外 関係 の歴 史 は中
国 との関わ りを主軸 に展開 して きたので あ り、それ は 目清戦争 で生 まれた 中
国蔑視 に もとつ く軍事力優 先主義 で事 にあた る歴 史で あった。
1945年 、 日本 は主要都 市 を戦火 で焼 かれ 、 あまっ さえ開発 され た ばか りの
原子爆 弾の投 下実験場 とされ る とい う、ま さに完膚 な きまでに叩 きのめ され
た形 で無条件 降伏 した。物 的損害 は言 わず もが な、軍民 あわせ ての犠牲者 は
310万 人 に達 した と され る。 勿 論 、そ こにい た るまで に 日本 軍 に よっ て中国
は じめアジア諸国が こ うむ った物的 、人的被害 は 日本 のそれ に数倍 す る。
この よ うな戦争終結 は、50年 間 日本 が抱 いて きた、 自 らのみが欧米 への接
近 を果 た した ゆえに中国 をは じめアジア近隣 の国々 よ り優 れ てい るのは 自明
の こととい う中国観 、ア ジア観 を清算 す る機 会 であっ た。
それ は どの よ うに行 われた のか、いやそれ以前 にそれ は果 た して行 われ た
のか ど うか、 が この小論 の主題 であ る。主題 の設 定は この よ うに簡 単で あ る
が、実際に説 得的 な回答 を得 るこ とは簡 単でない。 とい うよ り不 可能 に近い。
多数 の人々の 中にあ る意識的 、無意識 的 な中国観 を、掌 を さす ごと くに取 り
出す こ とは不 可能 であ るか らで ある。
に も関わ らず 、 あえて この よ うな主題 を設 定 した のは、 ほか で もな く最 近
の 日本 の変化 が尋 常で ない と感 じられ るか らで ある。 中国観 、ア ジア観 の清
算が行 われた か ど うか よ り以前 に、60年 前 には無条件 に承認 され ていた歴 史
事実、た とえば 「日本 が中国 を侵 略 した」 とい うよ うな こ とで さえ、今や 必
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ず しも国民共通 の認識 とは言 えな くな りつつ あ る。 この変化 はなにに よって
もた らされ たの か、それ を考 える前提 として、や は りこの主題 になにが しか
の解 を求 めたい ので ある。
と りあ えず手 がか りとして、1945年(と46年 の一部)の 新聞(そ れ も物理
的 な理 由で 『朝 日新 聞』 に限 らざるをえな かったが)に お け る中国報道 を分
析 したのが、 この小論 の 内容で ある。 も とよ り本 主題 につ いては、題材 、方
法 いずれ におい て も、 よ り広汎 な探 求が必要 であ るこ とを認識 しつつ 、 この
小論 をその一歩 と したい。
(一)記 事本数 で見 る敗 戦前後 の中国報道
内容 の検討 に入 る前 に、1945年 ・ 日をは さむ一 時期 、特 に敗 戦後 を重
点 に朝 日新 聞 にお け る中国報道 を量の面で お さえて置 く。対象 期間は45(昭
和20)年 か ら47(同22)年 まで の3年 間 、それ を半年 ずつ に区切 って、 内容
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045年 下 半年
・中 国 全 体
・重 慶(蒋 介 石)政 権
・同政 治
・同 軍 事
・在 華 米 軍
・対 外 関係
・マ ー シ ャル 米 特使 動 静
・ソ(連)支(那)友 好 条 約
・中 共 政権
・国共 交渉 ・内戦 へ




046年 上 半 年
・中 国
・国 民 政 府
・同 政 治
・同 軍 事
・同 対 外 関係
・同 対 米 関係
・同 対 ソ関係
・中共 政 権






















































・マ 特使 動 静
・ソ連 の満 州 施 設 撤 去 問題
・満 州 争 奪戦 終 結 へ






・同 蒋 介 石 主 席







・国 共 内戦 激 化
・国府 軍 延 安 を爆 撃i
・国 共 和 平 交 渉
・第 三 勢 力 国共 間 を斡 旋
・国府 軍 停 戦 令
・満 州 関係
・マ 特使 の 活 躍
・盧 山 会 談 と三 人 委 員 会









































・米 機 撃 墜 と在 華 米 軍 襲 撃
・親 日戦 著巳裁 半IJ
O47年 上 半 年
・中華 民 国
・国 共 戦 線
・反 戦 デ モ
・国 民 参 政 会
・中国 共 産 党
・対 外 関係
・旅 順 大連 接 収 問題
・新 彊 事件
・経 済









・国府 対 中共 総動 員 宣 言
・中共 軍

























































この表か ら見て とれ るのは、敗戦 直前の45年 上半年 にお け る中国報道 が意
外 に少 ない こ とで あ る。 しか も計164本 の 内、親 日の満州 国、蒙彊 、国府、
華北 政務 委員会 関係 の76本 はいわ ば身 内の こ とで あ り、敵 としての 中国につ
いては88本 にす ぎない。15年 戦争 の発端 が満 州事変 であ り、37年 か らの 日中
全 面戦争 が太平洋戦 争へ とつなが った ことを考 える と、 この数字 は奇妙 であ
るが、そ の理 由 と して は二つの こ とが挙げ られ るだろ う。
一 つ には この年 の戦局 の焦 点 はす でに フィ リピンか ら硫 黄 島
、沖縄 、 さ ら
に本 土へ と迫 って くる太平洋 戦線 であって、そ こに国の運命 が かかっていた
か ら当然 の ことと して 関心はそ ち らに集 ま ってい た こと。
二つ には戦争 の性 格 につ いて、 日本 と中国が戦 ってい るので はな く、アメ
リカのせ い で 日本 と中国は戦 わ され てい る、 あるいは 日本 とア メ リカが戦 っ
てい る横 に中国がい る といった受 け止 め方 が広 まっていた こと。 それ は 中国
に対 す る関心 の低 下 を物語 る。
た とえば この年 元旦 の紙 面 には中国について はたった一本 の記 事 しか載 っ
てい ない。 それ は2面 に[南 京 発 同盟]電 で 、 日本 が南京 につ くった偲偏政
権 の主席 だ った江 兆銘氏 の未 亡人、陳壁君女 史が 「比 島の決 戦場 に必勝 の翼
を送 って頂 きたい」 と五 百万元 を支那 派遣 軍総 司令 部 に献金 した とい う6行
の短信 で ある。
ところが敗 戦 となった後 、中国関係 の記事 は俄 然増 え る。 戦後 、急激 に国
民党 と共産 党の間 の緊張が高 ま り、 内戦 の危機 が迫 ったか らで ある。本稿の
主題 とは直接 関係 ないが、 この頃の国共両党 関係 につ いての記事 はおおむね
客観 的 であ り、冷静 であ る。 日中開戦時 に 「暴支麿懲 」 とい う政府 のス ロー
ガ ンを担 ぎまわって 、いたず らに中国 をのの し り、国民党政権 を軽侮 す る記
事 を書 きま くったの と比べ る と、 自 らは敗 戦後 であ り、また 日本 とは関係 な
い第 三者 同士 の争 い とい うこ とを考慮 にいれて も、その冷 静 さか ら逆に開戦
時 の新 聞の あ り方 が いか に異 常で あったかに思い を致 さない わけにはいかな
い 。
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国共 の妥協 か内戦か を中心 と して、 中国関係 の記事 が多い状況 は翌46年 ま
で続 く。 また46年 には 中国か らの帰 国者 が戦後 の体験 な どを語 る記事や 、東
京 国際軍事 法廷(東 京裁判)で 日中戦 争 につ いて 国民 の知 らなか った事 実 が
証言 され て記 事 にな るこ とが多 くな る。
(二)敗 戦 直前 の中国関係 記事一一 「真 の敵 はア メ リカ」
45年 元 旦 に は6行 の記事 が1本 だ けだ った こ とは前述 したが 、翌2日 に は1
面(こ の頃 の新 聞は原則 と して1枚 の 両面 、 つ ま り2面 しかな い)題 字 下 の
「海外 探知機 」 とい う欄 に、 当時 、重慶 政権 の蒋 介石 が憲 法制 定 に動 き始 め
た こ とを伝 え る次 の記事 が登 場 した。
「蒋、憲法 制定 を宣誓 △蒋 介石 は三十一 日夜 、重慶 国民 に対 し憲法 制
定 を宣言 したが、その要 旨次 の通 り。重慶 は本年 中に憲法 を制定す るた め国
民議 会 を召集 す る準備 を進 めな けれ ば な らぬ。 余 が今 や国民議会 を招 集す る
のは戦争の終結 まで待つ必要 がない と感ず るに至 ったか らだ。 よって余 は戦
争行 為終結後 一年 以 内 とい う従 来の原則 に変わ り、重慶 の軍事 的状 態が安 定
し、重慶軍 が反攻 作戦 を開始 し うるに至 るの を待 って直 ちに国民議 会 を招集
し、政権 を国民党 か ら人 民の政府 に委譲 し うるや う憲 法 を制定す る措置 を党
中央委員 会 に提 案す るであ ろ う。(リ スボ ン同盟)」(引 用者 注 ・・リス ボ ン
は 当時 、邦人 記者 が駐在 で きた数 少 ない西欧都 市で ある。 なお この 当時 の新
聞記 事 は旧仮名 遣 いで、かつ句読点 が少 な く、また句 点 を読 点で代用 してい
る場 合 も多 い。読みやす さを考 えて、随時句読 点 を補 った)
この記事 に は以 下の 「註 」がつ いてい る。
「… 右 は重慶独裁 、専制 に対す る米英側 の論難 を緩和せ ん ため蒋 介石
の行 った措置 で あ り、一方 これ に よ り重慶側 民衆の抗 戦意識 をつ な ぎ とめん
とした もので ある。今 回の蒋の 宣言 は十二 中全 会決議 を さ らに敷衛 し、加 重
苦難 のた め戦意 を喪失 しつっある国民の 士気昂揚 を図 らん とした ものであ り、
蒋 の焦慮ぶ りが看 取せ られ る」
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最後 の部分 はいか に も戦 中 ら しい こ じつ けで あるが、冷静 に読 めば蒋介石
がす でに戦後 をに らんで動 き始 めた こ とがわ かる記事 で ある。
45年 年 頭 の記 事 を も う少 し見 てお く と、3日 に は1面 下段 にベ タで南京 の国
府(親 日政権)陳 公博 ・行 政委員長 と満州 国 の張景恵 ・国務総理 の戦争勝利
を誓 う談話 が あ り、2面 に は 「明朗敢 闘大陸版 」 とい う中国戦線 の軽い話題
を集 めた企画 があ り、 その 中に 「敵鬼 の"皇 軍 慰問"」 とい うタイ トル の記事
が ある。
「『けふ は皇 軍慰 問はまだかい な』『雨天順延 だ ろ う』 あ る警備 隊で耳に挟
んだ この珍問答 、皇 軍慰 問は毎度 や って くる米空 軍 にわが将兵 が奉 った別名
である。 敵の落下傘爆 弾のナイ ロンは冷 いの さえ我慢すれ ば結構揮 にな るし、
焼夷 弾の蓋 はち ょっ と細工すれ ばス キ焼器 と して、重慶軍十 八番 の地雷の容
器 と甲乙を決 し難 い逸 品。 『皇 軍慰 問』 の名 前 も決 して負 け惜 しみ のみ とは
いはれ ない。 真 の敵 が在 支米 軍 とい うこ とが将兵 一人 々々の骨 の髄まで滲 み
込 んだ苦 しい大 陸の一面で はあったが 、呑 敵 の気 魂は か くの ご とく、大陸の
将兵 は明朗 に敢闘 してい る」
負 け惜 しみでない と言いつつ、ふん どしや鍋 に も事欠 く状況で あることが、
問 わず語 りに明 らか に され 、 「真 の敵 が在 支米 軍」 の一句 は、米 軍 さえい な
けれ ば戦 いは楽な のに、 とい う戦争観 を反 映 してい る。
2月1日 は珍 しく中国戦線 が トップ記事 に登場す る。 「尋漢 線 打通 な る
南下、北進 両部 隊連絡」 とい う見 出 しで、広東一 武漢 間の鉄道 を南北 か ら挟
む形 で確 保 した こ とを伝 えてい る もので、前 日の大本営発 表。 そ の関連記事
が2面 にあ り、そ ち らがなか なか興味深 い。 「南 支軍堂 々の北上 」 とい うキャ
プシ ョンの写真 つ きの記事 で ある。
「敵 陣を指 さす住 民、昂 まる皇軍へ の信頼 続出す る逃亡 兵 敵軍の三
割 は徴用 の老兵」 〔英徳 にて 中澤(本 社特派員)報 道班員三 十 日発 〕
「英徳 に近い螺藤 といふ部落 に入 った ときの こ と、 白梅 の咲 きこぼれ る庭
先 で一人 の老婆 が落着 いた顔 でニ コニ コ見送 っていた。 われ われ の傍 にいた
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情報班 の中尉 が広 東語 で挨拶 を した ら、『ど うして こん なに同 じよ うな顔 を
した もの 同士 が戦争 を しなけれ ば な らない の か』 と反 問す るで はな い か。
『ア メ リカ軍 が い るか らだ よ、おば あ さん』若 いそ の将校 は こん な 田舎 で し
か もこんな老婆 か ら意 外 な言葉 を聞か され て も う感動 して しまった。兵 隊 さ
ん もみ んなび っ く りしてい た。 … 」
ここに もまた米軍 が登場す る。戦争 末期 、中国 での軍 事行動 の意 味がま っ
た くわか らな くな り、それ を米軍 の存在 に転嫁す るのが指 導方針 であった こ
とが うかがわれ る。現 に太平洋戦線 では米軍 の猛 攻で 、 日本 軍 は後退 を続 け
てお り、苦戦 の原 因はすべて米軍 とい う図式 がわか りやす か った こ とは事実
で あろ う。
しか し、それ は同時 に 中国 と戦争 を始 めた ことがすべ ての発端 で あ るこ と
を曖昧 に してい る。
その後 も中国 に関す る大 きな記事 は対 米 関係 を め ぐる ものが多い。
4月30日 の1面 左 下 には1月2日 の記事 の続 報 とも言 うべ き 「憲政実施 ・蒋
の狙 ひ」 と題 す るか な り長文 の記 事 が載 った が、 「桑港 会議 へのお膳 立 て迫
られた空手形 の清算」 とい うサ ブ見 出 しの下 に以下の原稿 が続 く。
「わが軍の支那大 陸大縦断作戦成功 に拍車 され た重慶政権 の危機 は昨年末
各国 の重慶特 派員 に よって流布 され た"重 慶政権 六十 日説"と い った赤 信 号
に見 られ たや うに動 きの とれ ない どたん場 に立た され てゐた のだが、最近重
慶 は レ ド公 路 の打通や 世界戦局 の進展 に幾分気 を よく した ものか、専 ら戦後
問題 と将来の空手形 に よって治下民衆 を抗戦 にひ きず らうとしてゐ るよ うだ。
戦後 四大強国 の一 となる夢 は も とよ り、安 全保 障 だ とか工業建設 だ とか数 多
い題 目の 中で 、い ま盛ん に重慶側 で論議 されてい る憲 政実施 問題 は重慶側 の
いは ゆる"国 内統一"の 前提 であ る とともに内外 の複雑 な矛盾 を包 蔵 してい
るだ けに、 これ が空手形 に終わ るか ど うか注 目に値 す る。 … 」
この後 、記 事 は 「内外 の複 雑 な矛 盾 」 と して、 「重慶 政権 を意 のま まに操
縦せ ん とす る米 の野望 とこれ に反発す る国民党強硬 分子 との妥協、軋礫 」 を
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指摘 し、次 の よ うに続 く。
「米 は さ し迫 った対 日反攻 の一翼 と して重慶 、延安 間の対 立 を解消 して大
陸 にお ける総反攻 を実現せ ん とし、 このた めには国民党の独 裁 を排除 して民
主政 体 に塗 りかへ 、延安 との連 立政権 を実現せ ん と夢 みて ゐ る」
5月5日 には 「米 蒋合作 その後 」 とい う[上海 特電]が これ もか な り長文 で登
場す る。
「昨年来 アメ リカの対支 態度 は重慶延 安 を巧 みに利 用 し、 ともどもに対 日
戦 に立 ち向かはせ ん とす るにあったが、今 回ア メ リカが 明 らかに した重慶支
持 の切札(引 用者 注 ・・米 が延安へ の武器供 与 を停止 した こと)は 更 に政治
的 に重慶 を対 日戦 に引き出 さん とす る野望 にほかな らな い」
これ らを通 じて 、戦争末 期 においては、 日中戦争 は 日米戦争 の付属 品 と意
識 されてい た こ とがはっ き りと見て取れ る。 これ が敗 戦後 にお いて 日本 は米
国 には負 けたけれ ども、中国 に負 けたわ けで はない とい う意識 を生み 、いわ
ゆ る歴 史問題 に対 す る 日本 国 内の一部 の意識 に微妙 に影 響 してい ると考 え ら
れ る。
さて、 日本 の敗 戦が い よい よ近づ くにつれ 、 中国 国内で は国共 両党 の対立
も激 しさを増 して くる。そ して 日本の新 聞 もこの両者 の対立 の根源 に 目を向
け る。
7月20日1面 、 「民衆組織基 盤 に抗争 重慶 の他力本願衝 く延 安攻勢」
[北京 十 九 日発 同盟]「 … 蒋介石 の かか る他 力本願 に対 し延安 の抗戦 力
は 自力 中心 で、毛沢東 の新 民主 々義 を基本 としてその独 特 の 自主性 を昂揚 し
つつ ある。 …
米国へ身売 りを急 ぐ蒋介石 が民心 の離反 を食止 め る為 に打っ 各種 の彌縫 手
段 に対 し延 安 は村 政府 、県政府 、区政府 、辺 区政府 と一貫せ る政治機構 を通
じ各種 の救国会 を結成 、 自衛 民衆組織 を確 立す る と共 に二百五十 万の民兵組
織 を形成 し、老人か ら幼児 にいた るまで適 当に これ を配置 してい るので ある」
7月23日1面 、 「延安垂誕の的 都市民族資本 農村基盤か ら対重慶新攻勢」
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[北京 二十二 日発 同盟]「 … 一 、重慶 延安 の経済 的基盤 延安 は農村 経
済の把握 にお いて遥 に重慶 に卓越 し、重慶 は都市 民族 資本 の把握 にお いて延
安 よ り優 ってい る。 … 一 、重慶経済 の脆 弱性 大体重慶 の民族 資本 の主
流 をなす ものは所謂宋 一 門等 の米 資本 で独 自の意思 を持 たぬ のみか、米 国資
本 に隷 属 して ゐ るの で専 ら利益 を追 うに汲汲 としてい る。 従 って民族 自主 の
主観 的動機 か ら出発 した抗 日を米 国資本 の利 益 に結びつ け る重慶 はか うした
資本力 を把握 す る こ とに よって政権 を維持 してゐ るだ けに国 内的 には頗 る脆
弱な もので ある。 これ に反 し延安 の農 村経済 は純粋 な土着 経済 であ り、貧 し
くとも自主的であ り外 国資本の製肘 は究極において農民搾 取を もた らす を以 っ
て農 村経 済の立場 が この外国資本 の手 先で あ る買弁資本 に反擬 す るのは 当然
であ る。将来 か か る農村 経済 を把握す るものが延安 で あるか或 は重慶 とな る
かは予断出来 ないが、楡延(重 慶 と延 安の意。楡 は重慶 の別称 … 引用者)
交渉今 後 の発展 の関係 はま さにこ こにあ ら う。 … 」
この2本 の記事 は 同盟 通信 の同一記者 の筆 にな る と思 われ るが、 自国 の無
条件 降伏 まであ と一 ヶ月 もない段階で あ るこ とを考 えれ ば、そ の冷静 な筆 致
に驚 く。
国共 両党 の対 立は7月 末 に国民党側 が西 安北 方70キ ロ、延 安 の守備 地域 で
あ る淳化、耀 県地 区 に攻撃 を仕掛 け、激 しい戦闘 を展 開す るに至った。7月27
日1面 は この衝突 を 「重慶、胡 宗南 軍出撃 延 安軍本 拠 に攻勢 激闘 三 日、
停戦 の兆 しな し」 と地 図つ きで報 じ、 さらに 「延 安政 権 の狙 ひ」 「痛 し痒 し
の重 慶」 と特 派員 の解説 記事 を加 えてい るが、興味深 いの は、8月6日 の 「楡
延 内戦 の限度 」 と題す る社説 で あ る。
この社説 は国共双方 ともに背後 の黒幕(米 ソ)に 動か され てい るのだ と論
じ、
「従 って抗 日支那 に於 る内戦 の続発 は決 して和解 の折衝 を挫 折せ しむ る も
ので はない。 和解 の折衝 が重ね られ てゐ る折 か らだ けに却 って 内戦 を発 生せ
しめた のでは あるまいか。 武力衝突 の激 発直 ちに両者 の全 面的 な武力抗 争 に
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まで拡大発展す るで あ ら うといふ が如 き希 望的観測 に堕す るこ とは この際厳
に戒 めな くて はな らぬ」
と説 く。 この段 階で 中国 内部 に衝突 が起 こった こ とを喜ぶ よ うな心の余裕 が
日本 国民 にあ った とも思 えない が、 とにか くこの よ うな警告 を発 してい る。
この 日、広 島 に原爆 が投下 され た。
(三)敗 戦 直後 の中国関係 記事一一敗 戦 を ど う受 け とめたか
8月16日 、つま り敗 戦の翌 日の紙 面 に 「死せず 『亜細亜 の魂』 東亜解 放
の途 へ団結 」 と題 す る約80行 の記事 が載 ってい る。1面 の左 下 、 「阿南 陸相
自刃す」 の記事 の隣に置 かれ た この文章 は、 日本 の敗戦 がア ジアの前途 に ど
う影響す るか を論 じた ものだが、それ までの 日本 の政策 を反省 す るとか批判
す るとかで はな く、それ までの政策 になん とかつ じつ ま合 わせ を して 、新事
態 につ なげ よ うと してい る。 つ ま り、一連 の戦争 は米英 か らのアジア解 放 の
戦 いで あ り、不 幸 に して敗 れ たが、 アジア はなお 団結 しな けれ ばな らない、
と呼 びか けて い る。 戦後 の 「初物 」な ので、やや 詳 しく紹介 してみ よ う。
「大東 亜戦争 の終 結 とともに、大東亜解 放 の理想 も潰 えた。 日本国民 の辿
るべ き道 が筆 舌を絶 す る苦難 に満 ちて ゐるや うに、大東 亜諸 民族 のそれ も同
じく荊棘 の途 であ らう。 しか し大東 亜戦争 に よって点ぜ られ た有色人種覚醒
の火 は不滅 な もの であ る。 この戦争 の結果 は恐 ら く、外 面的 にはア ジアの奴
隷 化 に拍 車 をか け る点、 に もかかは らず 内面的 にはア ジアの覚醒 に偉大な貢
献 をな した点 に存す るで あ ら う。(中 略)」
このよ うに戦争 を肯 定 した後 、中国 を論 じる。
「現在 こそ勝利 国家群 の末席 に列 なってゐ る重慶 支那 であ るが、その延 安
に対す る関係 は、支那 の内部問題 たる と同時 に国際的性 格 を もち、 この狂瀾
怒涛 に翻 弄 され る支那 民衆の姿 は、勝利 国の名 とはお よそ縁遠 い ものであ ら
う。 いな、 同胞相殺 鐵す る凄 惨 は、 国外 か ら、国 内か ら操 る糸 がはっき りし
てゐ るだ け、一一層 目を蔽 わ しめるものがあ るのだ。(中 略)」
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中国を勝利 者 と認 めた くない気持 ちが あ りあ りと うか がわれ る。 そ してそ
の理 由は中国 内部 の国共 の対 立であ り、その不幸 を嘲笑 している気 味があ る。
その上 で 自 らの 「誤謬」 に触 れ る。
「率 直にいって 、わが大東 亜政策 は過 去幾多 の重大な誤謬 を犯 した。 にも
かか は らず大 多数 の東亜諸 民族 が我 々に協力 を惜 しまな かったの は、 自由 と
解放 へ の熱 意がい かに強 かった かを明示 す る もの にほか な らない。 また米英
がい かにアジアの団結 を怖れ た かは、かれ ら伝 統の分割統治政 策 に渾身 の努
力 を傾 け、いや しくも買弁 的性格 を有す る ものに対 して はあ らゆる援助 を与
えて惜 しまなか った一一事に も露呈 してい る。(中 略)」
言 外 に米英 の対蒋介 石援助 さへ なけれ ば、 とい う口惜 しさが に じみ 出てい
る。
「かつ て 日露戦後、 同 じく解放へ の熱 望 に燃 え る支 那 の国民的要請 を我 々
が正確 に把握 しなか った ところに、そ の後 にお け る東 亜 の悲 劇の発 端 が あっ
た。 だが我 々は あ くまでア ジア を救 う唯一の道 がア ジア の団結 にあ るこ とを
信 じ、そ して途上 に来 るべ き幾多 の試練 を克服 し抜 かん ことを期す るもので
ある。」
これ が結 び であ るが 、 「日露戦 後 … 」 の くだ りは文 意不 明 で あ る。 こ
の時期 、つ ま り20世 紀初頭 は清朝 の衰 亡、辛亥 革命 、哀世凱 の権力 掌握 、第
一次 大戦 と続 くのだが、第一一次 大戦で は 日本 は 山東省 の青 島 を攻 略 して 、 ド
イ ツの権益 を奪 い、哀 世凱 に21か 条要求 を突 きつ けた。 中国人 の 「国民 的要
請 を正確 に把握 しなか った」 とい うのは、 これ らの こ とを指 してい るのだ ろ
うか。 これ らはまずか ったが、満 州事変 以降 は正 しか った とい うの ではつ じ
っまが合 わない。
次 に中国のニ ュー スが記事 として初 めて登場す るのは22日 であ る。 この 日
の1面 トップ は 「連合軍 の第 一次進 駐 二十六 日厚 木へ 空輸 横須 賀へ艦 船
部隊 」 であ るが、そ の下段 に 「太原 付近 で楡延 衝突 朱徳 の対蒋 提議 内容 」
とあ る。
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翌23日1面 左 下 に 「対外政 策 の座標 道義 に立 つ国際協調 血 で学んだ対
支 新政 策」 とい う130～140行 の評論 風記 事が掲 げ られ た。 「外 交権 がな く
な った とはい え、対外政策 は存在す る。そ こで第 一に念 とすべ きは国際協調
であ る」(要 旨)と しつつ も、 「大戦 の結果 、世界 はア メ リカ的勢力 圏 とソ連
的勢力 圏に分割 され た。 この両者 か らの激 浪 がわが国土 を侵 す ことを覚悟せ
ねばな らない」(要 旨)と 指摘 した後、 「対支政策 の急 転換 」 とい う小 見出 し
を立て て、次 の よ うに論 じる。
「この際われ らは支那 の現 実 をか か る意 味 にお いて冷静 に直視 し、現在支
那 の耐 えつつ ある同 じ苦悩が明 日の 日本 に激 しい渦 となって訪れ ることをはっ
き り知 らね ばな らない。 かか る視野 に立 って考 え うる第二の点 は対支政策 の
急転 換 であ る。 われ らは過去 におい て支那 に対 し幾 多の過誤 ををか した。 い
ま最 も緊要 な ことは対支政策 に対す る痛烈 な反省 であ ら う。 支那事変 は血 を
もってわ が国民 に支 那 を学 ば しめた。 一昨年 一月廟議決 定 を見 た対支新政策
の基本 は 、当時 の情 勢 にお いて、不徹底 な る表現 を免れ なかっ た し、かつそ
の後 その実行 は文字 どほ りには不 可能 であ ったが 、そ の根本 精神 が支那の民
族的 自決権 を認 め、一切 の租界並 び に不平等 条約 を撤廃す るこ とによる支那
の解 放 とい う方 向に従 って新 たな 日支友好 の関係 を設定せ ん とす る精神 に根
ざ してゐた こ とは認 め られ て よいであ ら う。 しか もかか る精神 は数多の彼 我
国民の血潮 を流 した戦野 か ら芽生 えた こ とは明かであ る。 支那 はいまわが国
に戦勝者 と して臨ん でい る。 しか し、われ らの解す るところでは、世界史発
展 の過程 にお いて、 日本 と支那 は今や 同一 の陣列 に立っ基盤 を得 た と見 るの
で あ る。」
記事 は この後 、 「国民外交 へ の要望」 と して、 「世界 性 を もつ こ と」 「徹 底
した誠実 の精神 」 「毅然た る民族 的信念 の把 持」 を唱 えて締 め くくられ るが 、
検討 すべ きは引用 した 「対支 政策 の急転 換」 であ る。
ここには 「幾多の過誤」 「痛烈 な反 省」 「「血 を もって国民 に支 那を学 ば し
めた」 「彼我 国 民の血潮 を流 した戦 野」 とい った言葉 が連ね られ てい るが、
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それ らは 自らの過 ちを 自認す る もの であって、 中国あ るい は中国国民 に対す
る謝罪 の意 は感 じ取れ ない。 俗 な言葉 でい えば 、 「まず かった 、失敗 した」
と自らに言い 聞かせ てい るだ けで、 「悪 か った 、 申 し訳 なか った」 ではない。
43年1月 の 「対 支新政策」 は 中国 の民族 的 自主権 を認 め、租界 と不 平等条
約 の撤廃 を根本精神 と した ものだ と、あたか も戦 中か ら 日本政府 は戦争 政策
を反省 し、転換 して いたかの ご とき 口ぶ りだが 、 この新政策 な るものは じつ
は{鬼偏 の注兆銘 政権 との間 に結 ばれ た 「戦争 完遂 につ いて の 日華 共 同宣言 」
(傍線 は 引用 者)で あっ て、 ま さに戦争政 策 の一環 にす ぎ ない。 しか もそれ
は前年10月 、米英 が蒋介 石政権 に対 して対 中不平等 条約 の撤廃 を発 表 したた
めに 、対 抗上 、 涯政 権 に同 じこ とを認 めた ので あ る。 「新 た な 日支 友好 の関
係 を設 定せん とす る精神 に根 ざ して ゐた」 とは言 えない しろ もので あ る。
さらに、最後 の 「支那 はい ま」以降 の一段 はなん と解 すべ きなので あ ろ う
か。 ここで もまた 中国が 「戦勝 国」 として 日本 に対 して い るの をすん な りと
受 け入れ て はいない。 そ して ともに米 ソ対 立の 「激 浪」 に洗 われ る とい う意
味で 「同一 の陣列」 なのか、 あるい は 「世 界史発展 の過程 において」 とある
か らには もっ と別 の意 味が あるのか。普通 に読 めば、 中国は 「勝 った」つ も
りでい る よ うだが、 日本 が負 けてち ょ うど同 じ程度 になった にす ぎない 、 と
言 ってい るよ うに見 え る。
とにか くこの敗戦 直後の時期 には、 中国に対す る 「敗 戦」 とい う事 実 をそ
のまま認 めた くない心情が一 貫 してい る。 それ は配色濃厚 となった戦争末期
か ら継続 して い るもので あ る。戦後 何十年経 って も、 日本 の政治家 や言論 人
の 中に、一般 論 と して は 「侵 略」や 「植 民地支配」 を認 めて も(そ れ も認 め
ない人 間 もい るが)、 い ざ当の相手 に対す る と素 直 にそ の事実 を認 めて頭 を
下げない どころか、そ うした行為 を何 とか理屈 を こねて正 当化 しよ うとす る
傾 向が存在す るが 、そ の原型 が こ こにあ る。
この記 事の約 一 ヶ月後の9月28日 、 「対支態度 の究 明」 と題す る社説 が載 る。
日中戦争 につ い ての戦後最 初の社説 であ るので、全 文 を紹介 す る。
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「これ まで対支政 策 の上 で犯 され て来 た もろ もろの誤謬 の究明 は、敗 戦の諸
因 の検討 の うちで極 めて重要 な部 分 を 占め るであ ら う。 これが正 しく見 きは
め られ な けれ ば 『ア ジアの悲劇』 の歴 史的本 質 を完全 に理解 す るこ とは ほ と
ん ど不可能 のや うに思 はれ る。 この究 明は出来 るだ け厳正 に行 は るべ きで あ
る。 そ して、それ によって結果づ け られ る真 摯な 自己批判 こそ、今後 の 日本
の進 むべ き道 の探 求 の態度 でなけれ ばな らない。
近年 にお け る 日本 の対支政策 の顕著 な一般 的特徴 といはれ る帝国主義的大
陸政策 は、 日本 の資本 主義経 済が第一次世界 大戦 を基盤 として一応 の身つ く
ろひを整 へ る と ともに急速 に推進 され 、二十 一個 条要求 を頂 点 とす る一聯の
強硬政策 が採 用 された のであ る。 この新 た な る事 態 は、北京 学生の五四運動
の抗争 を発火 点 として熾烈 な反撲 を受 け、や がて支那全域 を通ず る深刻 な反
日運動 の展開 とな り、 日支 の結び つ きの本来 の姿は次第 に崩れ てゆ くの を避
け得 なかったの であ る。
しか し、 当時 の支 那の一般的状勢 は 旧軍閥 の封建 的な 内乱が繰返 され る国
内分裂 の時代 で あったた めに、 まだ民族 的 な闘争 を発展 せ しむ るまでには至
らなか ったので あるが、昭和二年 の春 、若 槻 内閣に代 わ って 田中m大 将 が
内閣 を組織 したの を転機 として、対支政策 の相貌 と性格 は急激 にそ して著 し
く変 改す るに至っ たのであ る。
当時、支那 にお いて は、蒋介石 氏 を中核 とす る国民革命 軍の北方軍閥打倒
の運動 が進 行 し、国民党 に よる国家の統一 と再建 の事業 が新 しく動 きか けた
ときであ り、北伐 軍が揚子江 を越 えて北方軍 閥の牙城 を衝 か うとす る時 に決
行 され た 山東 出兵 に よって 日本 の強硬 政策 は必然 的に支那 の新 たな る傾 向 と
激 しい摩擦 を生 じ、 日本帝国主義 は支那 が近代 国家 に飛躍す るための統一 と
再建 を破 壊す る意図 を帯び るもの と して、支 那民族 の深刻 な反撲 に立 ち向か
ふ こ ととなったので ある。 これ がた め、南京 政府 の成 立 とともに、反 日教育
の方針 が正式 に採用 され 、抗 目運動 は全国的 に組織 され 、両国の あ らゆる接
触面 は先鋭 化 し、 重苦 しい空気 が東洋 の上 を支配 した ので ある。 この状態 を
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改善す るため に、両 国の側 か らあ らゆる努力 が払 はれ は した けれ ど も、 日本
の政策 の本質 そ の ものが修正 され ない ため に、そ の努 力 は何 等 の効 果 を もた
らす ことな く、 この趨勢 が満州 事変 を必然 的 な ら しめ、そ して また支那事 変
への移行 を不 可避 な らしめたので ある。
支那事変 に入 って以来 、東 亜新 秩序建設 の戦争 目的 が掲 げ られ 、ア ジア民
族 の解放 が説 かれ、東亜経 済ブ ロ ックの結成 が主張 され た けれ ども、 これ が
支 那民族 を抗 戦か ら協調へ転換 させ る上 に動 力 の役割 を果 た し得 なか った こ
とは注 目すべ きで ある。 それ は要す るに、 日本 の主観 的な特殊性 を強調す る
こ とだ けに急 で あって 、そ の理念 の上 に普遍 妥 当的 な客観性 を持 たなか った
こ とが致命 的 な訣 陥で あった し、 しか も多 くの場合、 その政 策 の裏 づ け とし
ての支那 に関す る認 識 ない し理解 が実 に低調 で あった ことも指摘 され な けれ
ばな らない。
日本 の政治 その ものも、戦争 の進行 の諸段 階 において修正 を余儀 な くされ 、
近衛 声明か ら対支新処理方針採 用 に至 る政 策ない し態度 の発展過程 を見れ ば、
戦争 以前 と戦争 が長 期化 してか らの政策 との問 には著 しい質 的変化 が見 出 さ
れ るけれ ども、 もはや戦争 が苛 烈な民族戦争 の形 を取 り、 しか もそれ が世 界
的規模 にまで拡 大 した以後 において は、 この変化 は 日本 の国力 の弱化 に よる
政 策の後退 に過 ぎない との印象 を与 えるだ けに とどまったや うであ る。
戦争 の終結 によって 、 この長 い伝統 を もつ大 陸政策 も 日本の 国際的地位 の
転落 と共に完 全 に終止符 を打たれ たので あるが、 この大陸政策 が犯 した誤 謬
を精細 に検討 し率 直に反省 し、そ して最 も謙 抑 な態度 をもって 日支 の関係 の
本質 のあ りかた を探求す るので なけれ ば、 日本 の今 後の進むべ き途 は拓 かれ
よ うはずはない のであ る。」
この社説 も前 の記事 と同 じく、対 中国政策 の 「誤 謬」 を反省 せ よ とい うの
だが、その 「誤謬」 の核 になにが あるの かに 目を向け よ うとしてい ない。 あ
るいは故意 に 目をそ らして い るよ うに見 え る。
日本 の 中国政策 の 「顕著 な一般 的特徴」 と して 「帝 国主義的大 陸政策」 の
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「一聯 の強硬 政策 」 を挙 げ、 田中義一 内閣 の山東 出兵 に至 って中国国内 に広
く反 日運動 を巻 き起 こ した としてい るの はいい として、その政策 の本 質が修
正 され なか ったために、満州事変か ら 「支那事変」へ と進んだのは 「必然 的」、
「不 可避 」だ った とす るの は簡 単す ぎる。
田中内閣の 「山東 出兵 」には過剰 防衛 の性格 が強い とはい え 「居留民保護」
とい う目的が あ り、革命軍 と衝突 は した けれ ども、その後 とにか く撤退 した。
しか し、独 りよが りに 「満 蒙 は生命線 」 と決 めつ けて、そ の領有 を 目指 し
た満 州事変 、盧溝 橋事件 を格 好 の きっか けに、抗 日、排 日をや め させ るた め
に 「国 民政府 に一撃 を」 と大量 出兵 に踏み切 った 「支 那事変」 は、軍 部 にも
国民 に も根 強か った、武力 を使 えば 中国 は ど うにで もな る とい う軽侮 の念が
駆 り立て た もので は なか った か。 「暴 支 丁 」(37年8.月)、 「蒋政権 を相 手 に
せ ず」(38年1月)と い う 「事変 」初期 に出 され た近衛 内閣 の声 明 はま さに
そ のムー ドを反 映 した もので ある。
そ の後 の 「東 亜新 秩序 声 明」(38年11月)は なん とか戦争 終結 の きっか け
をつか も うとす る もので あ った し、 「ア ジア民族 の解 放」(43年11月 の大東亜
会議)に い たっ ては 「大東 亜共栄 圏」 とい う建 前上 とにか く掲 げ たス ロー ガ
ンにす ぎない。それ らは 「日本の主観的な特殊性(ア ジアの盟主た る地位?・ ・
・引用者)を 強調す るこ とだけ に急で あって、その理念 の上 に普遍妥 当的な
客観性 を持た なかった こ とが致命 的 な鉄 陥であ った」 とい うのはその通 りで
あ る。
問題 は中国側 の予想 外 の抵抗 にあ って、 「一撃 を加 えて頭 を下げ させ る」
とい う戦争 目的が達せ られ な くなって も、相手 に対 す る軽侮 が 「このま まで
は引 くに引けない」 とい う心理的呪縛 とな り、それ が結 局対米交渉 を も決 裂
させ る とい う、後か らみれ ば愚か しい行動 につ ながった こ とである。
そ こに 目を向けた くない心理 が、大 げ さな言葉使 いに もかかわ らず 、 この
社説 を隔靴掻痒 の感 を免 れ ない文章 に して しま って いる。
また この社説 が冒頭 の部分 で 「ア ジアの悲劇 」 とい う言葉 を使 ってい るの
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も 目を引 く。 「悲劇 」 とい う言葉 は起 きた事 態 を客観 的 に表 現す る ものだ か
ら、第 三者 が あの戦争 を悲劇 と呼ぶ のは いいが、 当事者 が使 うのは奇妙で あ
る。戦争 は山火 事や津 波 とは違 う。加 害者 がいて被 害者 がい る。お そ らく筆
者 を して この言葉 を選 ばせた のは、 自らを 「被 害者 」 と呼びた くともそれ は
さすが に出来 ず 、 しか し、 「加 害者 」 とも認 めた くない とい う心理 で あろ う。
それ は前 の記 事 と共通 す る。
さて 、す こ し時 日は先 に飛ぶが 、 この年 の末 にか けて 「日本 の敗 戦」 を め
ぐる在 日中国人 と日本人 との投書 の応酬 が あるので、 ここで合 わせ て紹介 し
てお きたい。 ここでは新 聞記者 が 目をそ らした問題 が率直 に と りあげ られ た。
まず11月26日 の 「声」欄 に 「中国 人 よ り」 と題 す る投書 が載 った。 筆者 は
高玉樹 とい う技術評 論家。全 文 を引用す る。
「◇ 日本 人 よ、諸君 は数 々の罪悪 を犯 した。 諸君 の指 導者 達 の幼稚 な指導原
理 によって、諸君 は大東亜諸 民族の盟 主た る資格 を享受 し得 るとの錯 覚に陥っ
てゐた。 諸君 は今 日敗 戦及 び 中 日関係 の不 幸な顛 末の責任 を軍部官僚 に帰 し、
自 ら顧 るに謙 虚 の心 を失 ってい る。
諸君 に警 告す る。 今 日で さえ諸 君の心 の奥深 く巣食 ってゐ る対 中国感情 は
いかな るもの で あるか。満州事 変後、軍部 の尻 につ いて大陸 に進 出 した いは
ゆ る一旗組 は かの地で何 をな したか。諸君 に よって迎 え られ て い る復 員兵 士
は、かつて我等 の国土 でいかな る行 状記 を残 した か。
◇我 等の 国土 を見て くれ。 か くも諸君 の子弟 に よって丹念 に破壊 され 、無 專
の民衆 は虐 殺 され 、そ して 目ぼ しい ものは掠 奪 され たので あ る。
我 等 は今 日、既往 を問 う程 、 けちな根性 を持 ってゐない。我等 は諸君 の暴
兵 の行状 を発表 してい ない し、また我等 の委 員長(蒋 介石 … 引用者)は
諸君 の指導者達 を憎ん で も、諸君 に対す る復 仇 の心を持 ってはな らぬ と厳 重
に戒 めた。
◇我 等 は今 日以後 を問題 にす る。私 は 日本 で教育 を受 け、長年在住 し、 日本
人に多数 の知 己 を持 ち、その生活、習慣 を知 り、そ して 日本人 の持つ幾 多 の
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長所 に傾倒す るに も拘 らず、 なほ 日本 人 に直言す るもの多 きを遺憾 とす るも
ので ある。
八月十五 日の歴 史 的な放 送 を知人 の 日本 人宅 で聞いた私 は、我等 と諸君 と
の前 途 に とって実 に暗澹 た るものを示 唆す る片言 を耳 に挟 んだ。諸君 の 中の
無 思慮 な一女性 は、 チ ャン コロま で来 るのか、 と言 って働実 した。 借 問す、
諸君 の 中の幾人 が、 この片言 によって窺 われ る優越感 を払拭 し去 ったで あろ
うか。
◇諸 君 は言ふ で あ ら う。 諸君は米国 に対 して のみ敗 戦 した もので あ り、文化
的 に見れ ばむ しろ我等 の先進 国 を以 って任 じ得 る と。 我等 は もとよ り単独 で
日本 に勝 つ公 算 は信 じなか ったが、例 をイ ギ リス、 ソヴエー トに借 りるに、
この二国は単独 でナ チス ドイツに勝 ち得 る と信 じた者 は、それほ ど多 くなかっ
たで あ ら う。
日本人 よ、 この理 を弁 えよ。 諸君 がわが国土 で得 た勝利 は単に戦術 的な も
の にす ぎなか った。戦争 が フランスの領 土で終結 を見た前大戦 に於 て、誰 が
ドイ ツ は敗戦 国で ない と断定 したか。
◇諸 君 は嘗 て強大 な軍備 をもって、世界 三大強 国の一 、東亜 の最高文化 国で
あ る と自認 した。 軍備 のみが一国の格式 を決 定す る尺度 な らば、 日本 はある
時期 には米や英 よ りも優等 国で あった。然 し諸君の 自大的 自負 を世界 中で誰
が認 めたで あ ら う。 軍備 は国民 の犠 牲 にお いて 出来 るものだが、文化 の創 造
は真 にそれ に値す る国家 のみ 可能 であ る。
諸君 の 自讃 す る文化 は借 り物 で あ り、模 造品 で あ る。 諸君 の 国粋論者 は、
今 で も無 理な姿勢 を もって固有の文化 を誇示す る。そ の固有文化 とは何 ぞや。
神 道 は最原始 的宗教 の一つで あ り、建 築の簡素美や 茶道 、華道等 は中国か ら
渡 来 した もので ある。
◇ 諸君 は今 こそ完 全 に心 を空 しうしなけれ ばな らぬ。我 等 に対す るいはれ の
ない優越感 こそ、嘗 て諸君 の軍閥 を して便乗せ しめた最 大因子 ではなかった
か。諸君 はつね に、 当の権力者 に対 して極力頭 を垂れ 、専 ら恭順 の意 を表す
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るに汲 々 と してゐ る。 しか しこれ は実 に危 険千 万であ る。 このや うな娼婦 的
従順 こそ 、かつ て諸君 の軍 閥 に易々 と制御せ られ 、そ して将来 も新 しい暴力
に よって統御 され る可能性 を暗示 す る もので あ る。や がて諸君 の国土 を踏む
であ ら う我等 の軍 隊 は決 してかか る従順 を強要 しないで あ ら う。 その代 わ り
我等 に対 して正 しい認識 を持 ち、節 操 あ る独 立 の批判力 を持 った諸 君 に見 え
る事 を期待 す る ものだ。 要す るにすべ ての不 幸 の遠 因 は諸 君 の 中に胚 胎 し、
諸君 のす べて が責任 を負 わ なけれ ば な らぬ こ とを、 この際徹 底的 に銘記 すべ
きであ る。」
この投書 に対 して、 二人 の 日本 人か らの返 書 とも言 うべ き投書 が12.月4日
の 「声」欄 に 「中国人 に答ふ 」 「他 を軽 侮 せぬ こと」 と して掲載 され た。 こ
れ も全文 を引用す る。
「中国人 に答 ふ」(林 克 己一東 北帝大 医学部講 師)
「◇ 中国人 よ、われ われ は敗れ た。破 れ た民 に語 る資格 は無 い か も知れ ぬ。
しか し高 玉樹 君の一文 に対 して少 な く とも私 は心か らの誠意 を以 って応 える
義務 を感ず る。 われ われ は卿 等 の国土に兵 を起 し、卿 等の 民を塗炭 の苦 しみ
の 中に陥れ 、 しか もなほ傲 然 と して、卿 等 の土地に表忠塔 を建 設 してiら な
か った。 われ われ は潔 くわれ われ の 『錯覚 』 を深 い呵責 の うちに認 め よ う。
少 な くとも、われ われ は高君のいふ如 くそ の責任 を軍部官僚 にのみ帰 し、 自
ら婁如 としてゐ る ものでは ない。 中 日関係 の過 去の不幸 な顛 末 は、 われ われ
一人 一人 の うち に巣 くった対 中国感 情 に基 づ いて ゐた こ とを率 直 に認 める。
わ が軍 閥 をか くも野放 しに してその非 を鳴 らさず、況や あ る時期 には 中華民
国大地 図 を前 に、その戦 況 を楽 しむが如 き傾 向 さえあった事 をわれ われ は忘
れ てはゐ ない。更 に東 亜 を指導す る役割 を もつ筈 で あった 日本文化 につ いて
の、仮借 なき反省 も常 に怠 らぬ所 で あった。鎖 国の殻 を脱 して か らの八十年
の歳 月 は、真 の 日本 文化 の育成 には短す ぎた。
◇ か くして 日本 は敗 れた。 われ われ は高君 の 『直言』 の前 に、中国民衆 の前
に、更 に卿等 の聡 明な る委員長 の前 に潔 く帽 を脱 ぐもので ある。 しか し、 中
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国人 よ、 われ われ は高君 の敢 て触 れ るこ とのな かった点にっい て暫 く考 えな
けれ ばな らぬ。 われ われ が過去 に卿 等 の上 に抱 いて来 た 『優 越感』 は高君の
言ふ如 く、 はた して 『い はれ な き』 ものであった ら うか。 中国人 の過 去の歴
史 と精神 の上 に、更 に一層 の毅然 た る何物 か を加 へて ゐたな らば、 日本 人は
『いはれ な き優越感 』 を卿 等の上 に持 して譲 らなかったで あ ら うか。
近頃悲 しくも学 ばね ばな らな くなった 『没法子』(「 しかた がない」 「どうし
よ うもない」 とい うあ き らめの感情 を表す 中国語 … 引用者)と いふ言葉
は、実 に卿 等 の民衆 の間の所産 ではな かったか。 この一語 に こそ 、卿等 の郷
土の政治 と経 済の混乱 が如実 に表現 され てゐ るのでは なか らうか。
◇ 日本軍 の全 面的武装解 除 と共 に、卿等 の国土は再び 内乱 の危機 に立 ってゐ
る。それ は思想 の粧 ひを新 たに した古 き歴 史の繰 り返 しでなけれ ば幸 である。
われ われ は 中国のか か る事態 を新 たな る東亜 首国建 設 の構 想 の前 に、新 たな
る意味 で心か ら悲 しむ もので あ る。
過去 の中 日両国の間の悲劇 について、われ われ はその責任 を負ふ であ ら う。
しか し中国人 も亦 、 われ われ の軍 閥に跳梁 を許す基 とな った感情 上の遠 因に
っ いて三思す る ところあ らねば な らぬ。 さ うして、中国人 自身 が確 固た る地
盤 の上 に、毅然 た る精神 と、誠 意 ある政治 と美 しき文化 とを築 き上げ るや う
努力せ ね ばな らぬ。
かか る敗 戦 国民 の回答 を高君並 に 中国人 は意外 とす るか も知れ ぬ。 しか し
か くの如 き相 互間 の誠 実 なる直言 と、反省 とに こそ、新 しき東 亜設 立の命題
の鍵 があ るこ とを信 じて疑わぬ もので ある。」
「他 を軽侮 せぬ こと」(長 井真琴e文 学博 士)
「◇ 『中国人 よ り』 を見 て、私 も今 更なが ら懸'1鬼の念 に冷汗 を覚 えたので あ
る。私 はか の偏狭 固随の 国粋論者 を好 まないが、貴 国民 が 中国、中国 と誇 っ
てゐ るや うに、各 国民が一つ の誇 を持っ こ とを悪い こととは思 はぬ。個 人 と
して も独 尊の信念 あって他 に対せ ぱ、互尊 の信念 も生 じて来 る。他 を軽侮す
る ことは、やがて 自 らを軽 侮す るこ とにな る。 日本 にも固有 の文化が あった
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れ ばこそ、古 く支那の文化 も、印度の文化 も、近 く欧 米 の文化 も、容易 に受
容出来た ので 野蛮 国にはそんな力 は無 い筈 で ある。
◇儒 教 に して も孔子やそ の書は貴国人 に劣 らず崇 め られ読 まれ た もので、そ
の科 学的研 究 に至 って は他 の追随 を許 さない ものがあ る と信ず る。 またその
実践 において もその発祥地 よ りも我 国民 の 日常生活 に よ り多 く実現 され てゐ
る と思はれ る もの もある。
我 国は今 後文化 日本 として立上 るよ り外 に道 は ない。 貴国 は古来文武 とい っ
て、文 を先 と してゐ るの であ るか ら、相互親 善協力 して世界 の文化 のために
寄与 しよ うと念ず る次第で あ る。」
この投 書の応 酬 は双 方が十分 な率 直 さと節度 を持 って 日本 の敗戦 とい う事
態 を論 じてお り、前掲 の論説や社説 よ り読み ごた えが あ る。 とくに林 克 己氏
が 日本 の非 を認 めた上で、中国の歴史的 な混乱 と次 なる内戦 の予兆 を挙 げて、
日本人 の中国 に対す る優越感 が必ず しも 「い はれ な き」 もので はなかっ た と
論 じているの は、そ の後 、 中国共産党 に よる建 国、文化大革命 に よる混乱 と
い った大 きな変動 のたびに 日本人 の中国観 が揺れ動 い た ことを思 うと、 なか
なか に示唆 に富む発言 とい える。
(四)敗 戦 と中国各地 の 日本人
日本 の敗戦 とい う事 態は 「満州 国」 をは じめ、大陸各地 にいた多数 の在留
日本人 に大き な運命 の転換 を強い るこ とになったが、以 下で はそ の動 きが ど
の よ うに報 じられ たか を見 てお くこ とにす る。
「五族協和十 三年 転 換す る満州 日本人居留民 会 も結成 」(45年8月20日)
[新京(長 春 … 引用者)特 電十七 日]「十五 日正午 万餌 の涙 の裡 に ラジオ
放送 に よ りポ ツダム宣言受諾 の大詔 を百五十 万在満 日本 人 は直 立不 動千 万無
量 の感慨 の裡 に謹 んで拝 した。建 国十三年世界 に比類 な き急速 な る画期 的発
展 を遂 げた満 州 国、それ は 日本人 の参画 した前史未曾有 の大建設事 業 であ っ
たが、遂 に青年 国家満 州 に終止符 を打っ悲痛 な時が来 たので あ る。顧 れ ば満
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州 事変 に よって誕 生 し、 ノモ ンハ ン事件 、第 二次 大戦、独 ソ戦 、支那事変 か
ら遂 に大東 亜戦争 に至 るまで の世界動 乱の さなかに撹 まず生 々発展 を続 けて
きた が遂 にそ の忽忙 の幕 を閉 じるこ ととな ったので ある。満州 国は今や短命
に して亡び る とはい え道義国家建設 を理想 と して十三年 の建 国過程 に培 われ
来 った民族 協和 の理 想、偉大 な る産 業建設 、農業 交通等 の国家的諸建設 、中
央地方 を通ず る政 治的組織 は四千五 百万国民 の幸福 の ために直 ちに停頓 か ら
前進へ整備 されっ っあ り、東方道義 の新社 会 は新 たな る政治機構 の もとにお
いて も当然逞 しく建 設 さるべ く、 日満 系 を中核 とす る各 民族 の営々た る建設
努力 は決 して蔑 ろにす る ものではない。
記者 は多 くの 日本 人が続 々疎 開す る中に踏 み とどま って国都新京 の歴 史的
瞬 間を 目撃 し、生 まれ変 わ らん とす る満 州 の姿 を凝 視 しっっ あ るが、歴 史的
な十五 日の 日か ら 日本の敗戦 といふ現実 の事 実に基 く混乱 は掩 うべ くもな く、
新京 に若 干の満州 国軍 の発砲事件 があ り、 さらに満 人街方面 に不秩序 な る暴
民 の暴動 が惹起 したが、 その気 勢 も最小 限 に と どまった のは幸ひで あった。
またハル ビン、奉天 その他全 国各地 とも平穏 な こ とが判 明 した。戦争終 了の
第三 日を迎 へ今 や新京 は第一 日の混 乱か ら起上 り、一部満人街 を除いて市 民
は極 めて平静で あ る。(以 下略)」
記事 はまだ続 くのであ るが、ニ ュー スは引用部分 の後 半三分 の一 で、そ の
前 は記者 本人 の満 州 国に対す る思い が綿綿 と綴 られ てい る。文字通 り自画 自
賛 、満州 国の宣伝 文句 の中に無理 や り敗戦 とい う事 実 を組 み込んだ よ うな奇
妙 な文章 であ るが、記者 と して国策遂行 の尖兵 を務 めた人 間の未整理 の さま
ざまな感 慨が こ う書 かせ た ものであ ろ う。 また裏 表2面 しかない紙 面 にこれ
だ けのスペー スを割い て、そ の筆者 の思い を掲載 した こ とは、紙 面制 作に 当
た る人 間 もまたそ れ を共有 していた とい うことなので あろ うか。
画 胸 を打 つ爆竹 の音 粛然 たる十万居留民 」(45年8月30日)
[上海 にて 磯 山特 派員 発]「 上 海 は新 しい歴 史 の 歯 車 と共 に転 が り始 め た。
何 処 へ 何 を運 ぶ の か彩 しい トラ ック、 人 力 車 の 群 が 品物 を満 載 して昼 夜 ぶ っ
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通 し疾 走す る。上海 の治安確 保 に任ず る帝 国陸海 軍兵士 の銃剣 が街 角 に き ら
めい てゐ る。 さ うか と思へば 目抜 き通 りとい はず路 地の隅 々に至 るまで 中国
ジヤンク
人の 商店 、会社 そ して黄浦 江 に浮かぶ戎克 にまで青 天 白 日旗 が翻 り、蒋委員
長 の 肖像 が飾 窓の 中に掲 げ られた。上海 の居留民 とい う居 留 民が ラジオの前
に端座 して鳴咽 した十五 日の正午 を境 と して 、そ の前後 の上海 の様 相 を、市
内のす みず みか ら起 った出来事 を、 そ して十万居留 民がい ま一体 ど うしてゐ
るか を、記者 は祖 国へ 出来 るだけ確 かにお伝 え しよ う。
あれ程必勝 を信 じ、皇 国の礎 石 となって散 ら うと固 く黙 々た る決 意 で昼夜
を分 たず戦 って きた在支皇 軍勇士 も居留 民 も十五 日の大詔 を拝 し自らの力 の
至 らざ りしを責めて泣 いた。 しか しそ の涙 の なか か らいまや大御 心 に帰一 し
奉 ら うといふ 軍、官 、民 の心 は一つ となって動揺 の色 もみせず見事 な秩序 の
なか に起 ち上 ってゐ る。(略)
か な しい面持 を消 さ うと努力 しつつ街 の様 子 を見 に行 った。 も う商店 は戸
を下 し青天 白 日旗が南京路 をは じめ どんな狭 い路地 にも一軒 々々掲 げ られた。
爆竹 が鳴 る、テープが飛ぶ 、群 衆が 四辻 に集 って歓 呼 した。外人達 は微 笑み
なが ら握 手を交わ してゐ る。爆竹 の音 が胸 を打 って くる。 涙 が出 る程 のいや
な気持 が私 を襲 った。市政府 か ら上海 弘報 部へ 、はや る記 者 は黄包 車 か らす
げな くこ とわ られた。 ああ これ が和平地 区(親 日政権支配地区 … 引用者)
の民衆 なのだ。(略)
『忍び難 きを忍べ』在 留邦人 は唇 をかん だ。 しか し一人 もて ど うす るこ と
も出来 ない冷たい現実が刻 々 と在留 邦人 の身 に迫 って くるのを沁 々 と感ず る。
街 々には また延安第十 八集 団軍総 司令 朱徳 署名入 りの石版刷 の小 さな ビラ も
所 々に は られ てゐ る。(略)
か うした激動 の間に あって中支 の居留 民は粛然 た る落着 を見せ てゐ るのは
たの も しい。現地 陸海 軍最高 指揮官 の適宜 な布 告の下 に上海保 衛 隊 も 自治会
と改称 され 、食糧 も相 当量 の配給 が行 はれ 、河 向ふ の敵産 家屋 か ら虹 口の住
宅地 へ の移転 も相互扶 助 の精神 で順 調 に行 われ てゐ る。 か うして邦 人 は苦難
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の関頭 に起 ちなが らも深 い 自省 の下、明 日の歩み を踏み 出 している」
これ もかな りの長文 であ り、かつ また記者本人 の思いが前面 に出た記事 で
はあ るが、前掲 の新京電 に比べ る と、情報量 は多 い。上海 の雰 囲気 がかな り
よ くわか る。 引用以外 の部分 には米価 の高騰や株式市場の休 業、銀行 の休 業、
新 聞 の創 刊 な どが伝 え られ てい る。気 になるのは最後 の 「深い 自省」 である
が、説 明がないので意 味がわか らない。 そ の直前 に敵産家屋 か らの引越 しの
話 が 出て くる。 これ はお そ らく黄浦江 の対岸(浦 東 地区)で はな くて、同 じ
浦 西 の運河 ・蘇州 河 を隔 てた英、仏租 界の住宅 に住 み着 いてい た 日本人 がそ
れ を明 け渡 して 日本人街(虹 口)に 帰 った もの と推測 され るが 、 自省 とはそ
の こ とで もな さそ うであ る。 あるいは 「自制」 の間違 いか。
9月 に入 ると、4日 の紙 面 に南京 の状況 を伝 える記事 が登場 した。
「見 当た らぬ"日 本の悪 口"序 々 に変わ り行 く南京 の町 々」(全 文)
[南京 三 日発 同盟]「在 華 同胞 が涙 の うちに母 国の降伏 を聞い た 日か ら半月
がた った。南京 では正式接収 に至 るまで 日本軍が厳 重 な警備 についてゐ るた
めか極 めて平穏 に経過 して い るが、重慶軍 の正式進 駐 とそれ に続 く国民政府
の 南京遷都 を控 えて徐 々 にではあ るが重慶化 が進 ん でゐ る。休 戦に関す る 日
華 両軍間の取極 めでは行 政機 関を含 める一切 が 日本 軍 を通 じて接収 され るこ
とになってはゐ るが、 旧南京 政府 系の要人 も四散 し、重慶側 の指導 で暫 定的
に業務 を継続 して ゐ るものは市政府警 察機 関、新 聞通信 社 な どであ る。
各新 聞論調 も旧南京政府 の政治 に対す る批判 が主 で、 日本 の悪 口を書 き立
て る といふ こ とは ない。一斉 に勝利 を讃 え、街 が喜び に沸 くの は第六軍主力
の進駐 後 と思 はれ 、青天 白 日旗 が しき りに売れ てい る。 日本居 留民が敗 戦国
民 と してい ろいろな苦 しみ を嘗 め なけれ ばな らないの も これ か らだが、現在
居留民 の大多数 が引揚 げ を予想 して家財 を売 り出 してゐ るのが 目に着 く。 八
年 の事変 史 とそれ以上 にお よぶ これ ら日支 の交渉 が この瞬 間にかか る形 で終
末 をつ け るのか と邦人 の誰 もが深 い感慨 に打 たれ てゐ る。
中国側知識 人はいひ合 は したや うに 『本 当の 日支 の関係 はこれ か ら始 まる
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のです』 といふ。 中国側 で もこの予期せ ぬ勝利 に驚 き気味 であ るの は争へ な
い。 一 時一携 二百 万元 まで高騰 した米価 も連 日続 落 して三十余 万元 とな り、
一般 の物価 も米 に伴 れ て低落 を見せ て ゐ る
。」
敗戦 か ら半月以 上が経過 したせ いか、 この同盟電 はだいぶ冷静 さを取 り戻
して い る。 とくに記者 が中国の知識 人 と 日本敗 戦 とい う事態 につ いて会話 を
交わ してい る らしい こ とは、新 しい状 況へ の適応 が始 まった と見 ていいだ ろ
う。
9月13日 に は9日 の降伏調 印式 と在 中国 の軍 隊、居留 民が平静で あ るこ と
を伝 え るま とめの記事 が載 るが、 これ は蒋 介石 の温情 あ る措 置 を強調 してお
り、戦争 中の弱い敵将 のイ メー ジを修正す る最初 の記事 と言 っていい。やや
長 いが、8一月15日 当 日に行 なわれ た蒋介石 の ラジオ放 送 の内容 とともに全文
を採録 してお く。
「平静 保つ大 陸各地 真 の 日華 提携 に曙光」
「南京 にお ける 日本軍 の降伏調 印式 は九 日午前 九時南京 中央 軍官 学校大講
堂 で挙行 され 、 中国 陸軍総 司令 官何応 欽大 将 はわが駐 華軍最 高指揮 官 岡村寧
次 大将 の投 降書 を接受 、 ここに支那大 陸、台湾お よび安南北緯十 六度以北地
区内の 日本軍全 陸海空軍 お よび補 助部 隊は ここに全 面的 に蒋介石委 員長 に対
し無条件 降伏 し、 中国軍 に よる接 収 が今後 各地 区にわた って実施 され る こ と
となった。蒋主席 は接収地進駐 を前 に して進駐 各部隊 に十ケ条 の守則 を発 し、
その 中で 日本 軍人 を侮辱せ ざる こと、i接収 物件 を殿 損強奪せ ざる こと、 日本
人 商社 に侵入 し日本居留 民の私有財産 を強奪せ ざるこ とな ど 日本 軍民 に対 し
深 い配慮 を示 してゐ るが、 これ は蒋介石 国府 主席 が八月十五 日日本 のポツ ダ
ム宣言受諾 直後勝 利 を全 国民 に告 げる放送 で
日本軍 は盟 邦の協力 に よって打倒 され た。 われ われ は当然彼 が一切 の投 降
条件 を忠実 に履行す るや う厳 重 に これ を求 め るもの であ る。 しか しわれわ
れ は決 して報復 を企 図す るもので はない。 また無 享 の 日本 人 に対 しては な
ほ さら汚辱 を加 へ ん とす るもので もない
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とはっき りその対 日方針 を聞 明 した こ とと思い合 はせ 、事態 の急転 中に も将
来 に明るい光 を点ず るもので ある。
すで に内地で は在外兵 力復員 につ き成案 を得 、船舶 二十 万 トンを割 くこ と
に決 定 したが 、わが支 那派遣 軍 も八 日まつ京 津、青 島 、上海 、南京 、武 漢 、
広東 、海 防(ハ イ フォ ン … 引用者)の 各地 にあ る 日本 軍傷病兵 中 とくに
早 く内地 に帰すべ き状態 にあ るもの七万五千人 の優 先 出発配 慮 を中国側 に申
し込 んでゐ るな ど万全 の策 を講 じてゐ る。
この大 陸兵員 の復員 に関聯 してわが海 外在留 同胞 の大半 を擁 す る大陸在留
邦人 の 日常 も関心 の的 となって くるが、 あるいは上海 か ら、 あるい は華北 か
ら報ぜ られ る終戦 後の状態 は 目下の ところ 日華 民衆 ともに平静 である ことを
同音 に伝 えて を り、両 国民衆 の和解 を希求す る蒋 主席 の意 図 は実行 されつつ
あ る。一 時暗澹 た る状態 に陥った上海 も事態 は平静 であ り、華側 の友好的 な
態度 と相侯 って一般 邦人 は秩序 あ る生活 をつ づ け、 良好 な治安 が保 たれて ゐ
るので ある。 しか も邦人経 営の映画館 な ど娯 楽機 関 さへ経 営 され てを り、小
売 商人 も営業 を続 けて ゐ る。
京津 両市 も同様 従前 と変 わ らぬ平和 な相貌 を呈 してゐ る し、奥地邦人 をは
じめ京津 、朧海各 沿線 の邦人 も逐 次安全 に集結 しつつ あ る。
ここでわれ われ の最 大 の関心事 は これ ら八 、九十万 の邦 人が 内地へいっ ご
ろ帰れ るか、それ までの期 間 を どうして暮 ら してゆ くか といふ ことであるが、
目下の ところ不祥事態 の発生 は想像 され な い状態 に あ る。 この間題 にっいて
わ が出先官 憲 が万全 の策 を講 じ、す で に関釜連絡 船 は二隻配 船 され て を り、
帰 国者 順序 な ども国民政府 との政 治折衝 に よ り円満解 決 に努 力 してゐ る。食
糧 も九」7以降 半年 に亘 って在 留邦人 らを賄ふ だけの ものが貯蔵 され てを り、
住 宅 も各地 日本 人会 の肝 煎 りで着 々解決 してゐ る。 このや うな平静な事態 は
戦争 の終 了 と ともに 日本 人へ の反感 の激発 による不慮 の災害 が起 りは しない
か といふ懸念 を裏切 った もので、在留邦 人 もこれ を予想 外 と した ところであ
り、か くて八個年 余 に亘 り相 敵対 した 日本 、重慶 の終戦 にお け るこの実態 こ
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そ今後 のア ジア諸民族新発 展 の基盤 をな し、ひいて は真 の 日華提 携の基礎 を
築 き、相戦 いつつ も相結 ばれ た過去 の 日華 関係 が今 日の 日華 関係 を生 んだ の
だ と解すべ きで あ ら う。
報復企図 せず 蒋 介石放送
国府 主席兼 軍事委員長蒋介 石氏 が去 る人月十五 日、 日本 のポ ツダム宣言受
諾 直後全 中国民に対 して行 った放送演説要 旨は次 の通 りであ る。
「現在 われ われ は抗戦勝利 を得た。 しか しまだ最 後の勝利 といふ ことはで
きない。余 は全世 界 の人類及 び我が全 国の同胞 がひ としく必ず今 次戦争 が世
界 の文 明国家 が参加 す る最 終の戦争 であ るこ とを希 望す る ものであ る ことを
信 ず るものであ る。 若 しも今次 の戦争 が人類 の歴史 上最 終 の戦争 とな るな ら
ば、われ われ の同胞 は、曾 て筆 舌 に尽 く し難 い残 酷 と陵辱 を加へ られ た とは
い え、われわれ はわれ われ の凡 ては決 して この代価 の大小 とそ の収 穫 の遅速
とを比較 しよ うとは しないで あ ら う。
余は今 後土地 は東 西 の別 な く、人 間は皮膚 の色 の論 な く凡そ人類 は一様 に
日一 日と加 速度 的に密接 に連合 し、全 く一家 の兄弟以 上た るべ き こ とを信ず
るものであ る。 われ われ 中国の 同胞 は 『旧罪 を念 はず』 『人 に善 をなす 』 と
いふ こ とが 、わが民族伝 統 の至高至貴 の徳性 で ある ことを知 らなけれ ばな ら
ない。
われ われ が一 貫 して叫んで きた ことはただ 日本 の好 戦的軍 閥を敵 と し日本
の人民 を敵 とは認 めなかった こ とで あ る。 今 日敵軍 はわれ われ盟 邦 の共力 に
よって打倒 され た。 われ われ は当然彼 が一切 の投 降条件 を忠実 に履 行す るや
う厳重 に これ を求 める もので ある。併 しわれわれ は決 して報復 を企図す るも
ので はない。 また敵 国の無 事 の人民 に対 して はなほ更汚辱 を加 へん とす るも
ので はない。若 しも暴行 を以 て従前 の暴行 に報 い、汚辱 を以 て従前 の誤 れ る
優 越感 に答 へ るな らば、冤 と冤 を相報 い、永 に止 るこ とろはない。 これ は決
してわれ われ仁 義 の師の 目的 ではない。」
以 上4本 の記事 の うち、最後 の1本 を除 く3本 に共 通 して言 え る こ とは、
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いずれ も 日本 の敗戦 をあってはな らない こ と、 あ るはずのない ことが起 こっ
た よ うな書 きぶ りとい うことで ある。生活 の基盤 が崩れ た在 留邦人が敗戦 を
告 げる天皇 の ラジオ放送 に涙す るの は 自然 として も、戦争 それ 自体の帰趨 に
つい て、新聞記者た るものかな り以前か らそれ な りの見通 しはあったはずだ。
太平洋 戦線 での 日本 軍 の相次 ぐ敗 北、後退 を知 らなかったはず はない し、そ
こか ら遠 か らぬ時期 の敗戦 が予期 で きなか った はず はな く、それ な りの準備
(たん に心理 的 な準備 だけで な く、 そ の 日に何 を書 くか とい う職 業的準備)
は していて 当然 なので ある。
しか し、3本 の記事 の筆者(と くに最初 の2人)は 自分 がい かにつ らいか
とい う心情 を書 くのに急で ある。 一つ には戦争 中の習慣 で 自国 に対す る忠誠
心 を披渥 して身 の証 しを立 てる とい うこ ともあった ろ う。 が、それ以上 に中
国 におけ る敗戦 とい う現実 を合理的 に納得す る思考の筋道が彼 らの中になかっ
た のでは ない か。
満州 国、 あ るい は江兆銘政権 下の上海 とい う軍 国主義 日本 が作 り上 げた、
後 になって見れ ば砂 上の楼 閣 に も等 しい 「体 制」 も、その 中に身 を置 いて見
るか ぎ り、そ の存在 は十分 に合理 的で あ り、敗 戦 に よってそれ が崩 れ去 る可
能性 に 目を閉 ざしていたので あろ う。
それ は 日本 あるい は 日本 軍が 中国あ るい は中国人 を支配す るこ とを 当然 と
す る優越 意識 の根強 さを示す もの であ るが 、敗戦 後約一 ゲ月が経過 した段 階
にな る と、現 状 を受 け入れ る冷 静 さを取 り戻 し、 さらに 「敵将 」の言葉 に耳
を傾 け、 そ こに 自分 たちにはなか った 「道 義」 を見て とって 、それ を 日本 国
民 に伝 え よ うとい う職 業意識 が復 活 した のが4本 目の記事 と言 っていい だろ
う。
確 かに この蒋介石 の演説 は、勝者 としての余裕 もあ るに して も、 自国民 に
道義 を求 めるそ の内容 の格調 の高 さは、前 に も触れ た開戦初期 にお ける近衛
内 閣の3次 にわた る声 明(「 暴支 麿懲 」声 明、 「蒋介 石政権 、相 手 にせず 」声
明 、 「東 亜新秩 序」 声明)の 独 善ぶ りとは対 照 的で ある。 であれ ば こそ、 こ
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の演説 は長 く 日本 国民の記憶 に残 り、1972年 の 日中国交回復 に際 しては、復
交反 対論 の一つ に 「(台湾 の)蒋 介 石 に申 し訳 ない」 とい うこ とが挙 げ られ
たのであ る。
この蒋介石 の ラジオ演説 につい ては9月24日 の 「在 支邦人 四十 万 平穏 に
避 退態勢 第一次 引揚 げ予 定十七万」 とい う記事 で も言及 され る。
「支那蒙彊 にお ける在留 邦人は 四十 万九百九十五 人で あって、 うち婦人 が
十三万 四千 三百七十三名 、子供 十一 万九千六百五十 九名 を 占め、その他 旧 日
本 人 た る朝鮮 人 四万三千 二百 四十 三名 、台湾 人 二万六千 百六 十七名 で あ る。
敗 戦 に引続 く支那 派遣軍武装解 除の段階 に 当面 して 、在支 邦人 の運命 に関 し
ては 当然 ある種 の危 惧 を抱 かれ たので あ るが、通信交通不 十分 な状 況下 に外
務省 に集 計 され た諸情報 を綜合 して見 る と、現在 の所 では重慶政権 のい はゆ
る旧和平地 区に対す る権 力伸張 が不十 分 な過 渡的時期 に も拘 らず 、在支 邦人
は概 して平穏 に避退態勢 を とることが 出来 た摸様 で あ る。
あ る程度 の不祥事 は起 ったが 、欧州戦 争 におけ る敗 残 国民の受 けた恐 るべ
き事例 には比較すべ くもない。 この こ とは蒋介石 氏が 日本敗 戦直後 ラジオ放
送 で 『支 那 は 日本 のな した こ とに報復 して はな らない』 と国民 に警 告 し、更
に北京 におい て直 ちに飛 行機 上 よ り伝 単 を撒 いて、 日本人 に対 しては キ リス
ト教 の 『敵 を愛す る』精神 に則 って行 動せ よ と注意 し、その他重要 地点 には
特殊 工作班 を出 してまで邦人 の身 に害 の加 は るの を防止す る等 の具 体的措置
を施 した こ とが、支那民族 に効果 的 に作用 して沈着 な態度 を とら しめ るのに
役 立 った点 を指摘 しな けれ ばな らない。
しか し在留民 の上 にふ りかか る困難 はむ しろ今 後 にあ る。 これ ら在支邦人
の大部分 は餓死 と凍 死 の危険 に さ らされ 、加 ふ るに共産 匪 と一部暴 民 の魔手
の 中に文字通 り風 前の灯 の運命 をつ ないでゐ る ものがあ る。(以 下略)」
前段 で 「概 して平穏 」 と言 い、後段 では 「餓 死、凍 死、風前 の灯 」 といっ
た語が連ね られ てい るが 、当時の混乱 した状 況 を考 えれ ば、文意 の不統一 は
責め られ まい。 ここで はむ しろ蒋 介石 の対 目態度 に対 して一種尊敬 の感 情 が
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見 られ る ことに注 目したい。
日本 国民 が連合 軍最高 司令官 として 日本 の統治 にあた ったマ ッカ.一サー将
軍 に当初 か ら敵意 を見せず 、あた らしい権 力者 として素 直に受 け入れ た こ と
は しば しば指摘 され るが 、敗戦40日 後 に中国の首脳 が この よ うに描 かれ た こ
とは記憶 され る価値 が ある。
さらに時 日が経過 した45年 大晦 日の1面 に 「華北 の近状 を視 る 『点』 と
『線』 の獲得 へ 国共.....勢力対立 邦人対策 に野坂氏活躍」 とい う約200行 の
長文 が載 ってい る。帰 国 した北京総局員 に華北 の近状 を聞 く とい うもので あ
るが、主 な内容 は二点で 、一つ は華北 では共産党 の力 が強 く、国民党は戦 中
に 日本軍 が抑 えて いた点 と線 を引き継 いだ に過 ぎない。 情勢 は流動的だ とい
うこと。 も う一つ は国共双 方 とも邦人 に極 めて寛 大であ り、共産党側で は 日
本人 の野坂 参武(マ マ)氏 が邦人対 策で活躍 してい る とい うこ とであ る。
邦人 関係 の部分 を抜書 きす る と、
「もち ろん今や敗戦 国民 となった 日本 人お よび 日本 軍人 に対 しては、重慶
側 も中共側 も さらに進駐米 軍 当局 も挙 って極 めて寛大 な処置 と態度 を とって
を り、今 日までの実情 はむ しろ強盗横行 す る内地 よ りも安心 出来 る治安状態
となった。 ただわれ われ の杞 憂す るのは これ ら同胞 の明 日の運命 で ある。」
そ して共産 党が東北、華 北に勢力 を伸 ば してい るこ とを指摘 した後、
「けれ どもこの 中共 につ いて誤解 しては な らぬ ことは中共の対 日本 人態度
で あって 、終始 非常 に寛大 な否 む しろ親切 す ぎる態度 で接 してい る事実であ
る。(略)
われ われ はか うして 中共地 区か ら帰 った邦人 に会 って見 る と異 口同音 に中
共 を賞賛す る声 は、 中共 内に相 当な勢力 を もつ 日本解放連盟 の主席 た る岡野
進氏(野 坂参武氏)の 適 当な る指 導 に よる ところ多いや うに見 える。支那事
変 の間延 安 にあって、 自由な立場 に立 って世界情勢 を眺 めていた岡野氏 の論
説 は、多数現地 で 日本語 で出版 され 、いつ の間にかわれ われ在住 同胞 の手 に
入 っていたが、それ は 日本 人 の心境 を巧み に掴 んでゐ る。例 えば天皇制 の問
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題 の如 きも彼 は天 皇制打倒 を唱 え る内地の 出獄派 に対 し反 対、天皇 制打倒 を
叫ぶ のは戦術 的 に も客観 的情勢 を無視す る もの と判断 してい る。(略)
この岡野氏 の よき献策 による ものか 中共 の対 同胞態度 はあ らゆる場合 に よ
く、現地 日本 当局 た るべ く重慶側 よ り指 定 され た前北京軍 当局の躍起 の対 策
に も拘 らず 、一部 邦人 の心 はいっ しか 中共 へ、 中共歓 迎へ と進 み つつ あ る。
われ われ は中共の か うした態度 とともに、 中国の 中央政府 た る重慶 よ り華 北
に進 出 した勢力 、そ の対 同胞 態度 を も見逃 す ことは出来 ない。(略)
私 は敢 えて言 ふ。 現地 の重慶側 の態度 こそ はま ことに 日本人 を漸 死 させ る
ものが ある。 あ くまで 日本人 に恨 を残 す まい。支那事 変以後 に 日支 事変 あ る
べ か らず と事変 中の怨恨 をす べて忘れて 日本 人 を取 り扱 って くれ て ゐる。 も
ちろん多数の人 間の 中には不心得者 もある。 しか しなが らこれ に対 す る監 察
取締制度 もあ り、時 に不心得者 の 日本 人 で敗 戦国民 た るの意識 を忘れ る もの
が 出 るほ どで あって、現地 同胞 の有識者 の中には今 さ らなが ら 『遅過 ぎるか
も知れ ないが』蒋委員長 の偉大 さ、その政治家 として の卓越 さに感 嘆 して ゐ
るの であ る。(以 下略)」
この記者 は帰 国直後 とい うことであ るか ら、現地 に残 された人 々の ことを
慮 って、国共双方 の 日本人 に対す る寛大 さをい くらか過 大 に表現 してい る こ
とは考 え られ るが、それ に して も中国の 首脳 に対 して 「偉 大」、 「卓越 」 とい
う言葉 が使 われ たの は歴史的 と言 ってい い。 また 中国共 産党 につ いて も相 当
好意 的な書 き方 で ある。
も し中国の 国内情 勢が 内戦 に至 らず、統 一 した 国家 としてそ の後 の 日本 に
対 していたな らば、その後 日本人 の 中国観 もか な り好意 的 な ものに なった可
能性 が あ るが 、(一)に 見 る よ うに、 その後 、 内戦 に関す る報道 が 中国報道 の
大 きな部分 を 占め るよ うになった こ とが 、 日本人 の 中国観 にマ イナ スの影 響
を及 ぼ した こ とは確 かで あ ろ う。
(五)戦 後の 証言者 たち
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生活苦 にあ え ぐ国民 が敗 戦 とい う事 態の厳 しさを改 めて思 い知 らされ たの
は、9月2日 の降伏文 書調印 か ら10日 も経ず に始 まった戦犯 の相 次 ぐ逮捕 で
あった ろ う。 連合 軍最 高 司令部(GHQ)は9月11日 、東 条英 機 ら39人 の逮
捕命 令 を出 した の を皮切 りに、11月19日 、軍人 の荒木 貞夫 、小磯i国昭、南次
郎、本 庄繁 、松井 石根 、真 崎甚 三郎 の6大 将 、それ に松 岡洋 右 、 白鳥敏 夫 、
久原 房 之助 、鹿 子木員 信 、葛 生能久 の5人 、合 わせ て11人 、12月2日 には梨
本宮守正 、平沼験一 郎、広 田弘毅 ら59人 、6日 には近衛文麿 、木戸幸一 ら9
人 に逮捕命令 を出 した(こ の うち東条 は 自殺未遂 、近衛 は 自殺)。
一方
、戦争 の あ る段 階 か ら重 要 ポス トを離れ 、戦犯 とな らなかった高級軍
人 はイ ンタ ビュー に答 えるな どの形で戦争 について 口を開い た。
10月7日1面 下段 に 「日本 の満州独 占遺憾 石原 中将、 中国記者へ回顧談 」
が載 ってい る。短 いので全文 を紹介す る。
「重慶 中央通訊社 記者宋徳 和氏 は満州事変 勃発 当時 関東軍参謀 であった石
原莞爾 中将 と会見 した。 同盟 通信 に よれ ば、石原 中将 は満 州 国独 立前後 の事
情 に関 し左 の ご とく語 った。
私 は満 州独 立 を主 張 した 一人 で ある。 それ は二つ の見解 か らな って ゐる。
そ の一 つは東 亜防衛 の根拠地 としての満州 といふ考へ 、他 の一つ は当時 中国
と日本 とは連続 的 に紛 争が絶 えず、 中国本部 では屡 々 日本 との政治的、経済
的親善 が反対 され た。 従 って満州 を中国本部 か ら切 離す ことは 日華問の紛争
を少 く し、更 には 日華提携 を促進 す る と考へ たか らだ。
断 ってお くが、 自分 の考へ と してはそれ が実現す れ ば在満諸 民族は全 く平
等 とし、満鉄 、旅 順 、大連 は即 時満州 国 に返還 し、 中国 にあ る 日本の あ らゆ
る政 治的権益 は無条件 で 中国 に返還す る意 向であった。 しか し、私の この主
張は実現 しなか った。
満 州国独立 の結 果 は 日本 人が満州 を独 占 して他民族 を圧 迫す る し、産業 開
発 もまた期待 を裏切 った。 私 は これ ら独 立 に協力 した在満 中国人 には甚 だ済
まなか った と考へ てゐ る。
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支那 事変解 決 の癌 が依 然満州 問題 に あった こ とは周知 の事実 だ。 中国側 は
満 州の主権 を飽 くまで主張 してゐる。私 も私達 の当初の約束 が実行 されなかっ
た以上 、その後東亜 のた めには満州 の独 立 を取 消す べ きであ るこ とがわかれ
ば、取消 して もよい と思 って いた。」
満 州事 変の首謀者 の中心であ り、満州独立 のイデオ ロー グで あった石原 は、
本 来な ら十五年 戦争 の発端 を 自ら作 り出 した人 問 と して重要 な戦争犯罪 人 と
なって しか るべ きで あった。 しか し、幸 いに してそ の後、東条 と対立 して閑
職 に移 され 、太 平 洋戦 争 に は関 わ らな か ったた め に、GHQの 目で は戦 犯 と
な らず 、東京 裁判 開廷後 は検察側 証人 と して証 言台 に立 って さえい る。
その石原の回顧談で あるが、 ここには全 く と言 っていいほ ど真 実味がない。
満州独 立の 目的 の一つ に 日華 間の紛争 を減 ら し、提携 を促進 す る と考 えた と
い うが、他人 の領 土 を切 り取 って、 ど うして提携 を促 進す るこ とが可能 なの
か。 な るほ ど1935年 ころ、一時、 日本 と蒋 介石政権 との関係 が改善 に 向か う
か に見 えた(大 使 の交換 な ど)こ ともあったが 、それ は 「安 内懐 外」(抗 日
よ り共産党掃滅 が先)政 策 を とる蒋介石 の戦略 に よる もので あって、そ の間
に も一般 民衆 の抗 日運動 は激 化 したので あった。
提携 が促進 されれ ば、 中国にある 日本の権益 を無条件 で返還す る意 向であっ
た とも言 うが 、無理 な前 提 に立 っての 「意 向」 には何 の意 味 もな い。 「五族
協和」 が画餅 に終 わった こ とに 「甚だ済ま なかった」 の一言 で は社 交辞令 に
もな るまい。 この談 話は 中国人記者 に対す る 自己弁護 以外 の もの では ない。
10月24日 の2面 上段 に 「避 け得 た 日支事 変 本 当の 日本 は道 義 の国、 信義
の国 宇垣 大 将、 米記 者 に語 る」 とい う写真 っ きの記 事 が あ る。AP通 信 記
者 との一 問bで あ る。 これ も全 文 を紹 介す る。
「支那事変 お よび 大東 亜戦争 を通 じて終始 『反 戦 の態度 を崩 さなか った要
人』 と して米 国側 か ら可 な り高 く買 われ てゐ る宇 垣 一成 大将 をAP記 者 は二
十二 日四谷 内藤 町 の 自邸 に訪れ た。大 将 との一 問一答次 の通 り一一
記者 一早速 です が閣下は東条大 将のや り方 には最初 か ら矢 面 に立 って反対
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だったそ うです が 、例 えば どんな点 で?
大将一 それ は東 条大将 に直接 きいた らいいでせ う
記者一 実 は病 院(東 条 は 自殺 未遂 で入 院 中 … 引用者)ま でい って訊 い
てみたん です が、 それ は東郷(前 外相)に 訊 け といふの で
大将一 な るほ ど
記者一 なに もか も東郷 に押 しつ け るつ も りのや うです。 閣下は支那事変 も
反対 だ った ときい てゐますが
大将一 左様 、昭和十 三年 第一次近衛 内閣 に外相 として入 閣す る とす ぐ支那
事変 の解 決 に努力 したが、軍部 のある勢力に妨 げ られて 目的を果た し得なかっ
た。 四、五個 月 して退職 した のちは完 全 に政局外 に退 いたので、そ の後は な
に も知 らない
記者一 その軍 閥の妨害 といふ と
大将一例 えばそ の前年 の一月 に組 閣 の大命 を拝 したが、 この時 もス トライ
キ的 の妨 害 にあって放 棄 を余儀 な く された ほ どだ った
記者一 日支紛争 の和平解決 はほん とに可能 だ った と信 じてゐたの ですか
大将一 固 く信 じてい ま した。 日支の利 害 が衝 突す る道理 がない。支那は物
資 と人的資源 は豊 富に持 ってい るが資本 と技術 に?け てい る。 日本 にはそ の
資本一 一今 はな くな ったが、 当時 の話 です一 一 と技術 があ る。 この 両者 の有
無相 通 に よって立派 に 日支 は合 同 して ゆけたはず だ った。私 は入 閣 と同時 に
確信 を もって 日支 を本然 の姿 にかへ さ うとしたのです
記者一 しか し支那事変 の背後 には 日本 の過剰人 口を大陸 に放 出す る意図が
あ ったの では …
はけぐち
大将一 いや過剰 人 口の排 口は朝鮮 と満 州だ けで三十年や五十年 は大丈 夫で
す。 だか ら支那 に対す る領 土的野心 はなか った のが本 当です
記者一 しか し満 州 国の場合 は技術的 には侵 略行為 だ と思ふ。 そ こで閣下 と
支那側 の折衝 で満 州 問題 は了解 がつい たのです か
大将一 日本側 で は満州 に皇 帝 をお き独 立国 とす るが如 何 と突込 んだが、外
50国 際経営論集No.312006
相 当時の支那 の同答 は満州 問題 には触れ て くれ るな、 自然 の成 り行 きに委 せ
たい と思ふ との こ とで した。 それ で この交渉 は必ず成功 す ると思 ってゐた と
ころ、軍閥の一 派が大東亜省 の 前身た る興 亜院 を設置 し、外相 か ら支那 問題
の交渉 権 を奪 ひ、私 の発言 を封 じて しまったのです
記者一 では 日米戦争 は何 が不 可避 的 な誘 因 となったのです か
大将一 戦争 不 可避 の原 因は全 くなか った。戦 前貴 国は支那 に関心 を有つ て
ゐた よ うだが、 これ も話合 です んだ事だ し、 日本 の南方 資源 に対す る関心 に
して も全 部独 占す る必 要 はな く、話合 で英 、米 、 日間 に平和解 決 の途 はた し
かにあったはず であ る
記者一 閣下 は戦時 中も重慶 に対 して直接 に折衝 な さった ときい てゐます が
大将 去年 の秋個人 の資格 で北 、中支 を旅 行 し、折衝 の可能 性 にっ いて 下
調査の 目的で北京 、上海方 面で実業家 、政客多数 と意見 の交換 を行 ひま した。
これ は見込 が ある といふ確信 を得 たので、す ぐ引返 して小磯 内閣 に打 つべ き
手 を進 言 した。 しか しこれ も簡単 に素 気 な く却 下 され て しま ったの で した。
貴方は支那 を見て来ま したか、是非大東亜 こ とに支那 をよ く研 究 して下 さい。
そ して本 当の支那 を、 日本 を貴 国に紹 介 してい ただ きた い。本 当の 日本 は道
義 の国、信義 の 国で、 これ まで のは真 の 日本 の姿 とはいへ ませ ん」
この宇垣 イ ンタ ビューは説 得力があ る。周知 の ことだが、補足 しておけば、
「ス トライ キ的 の妨害 にあって(組 閣)放 棄 を余 儀 な くされた」 とい うのは、
37年1月 、政 党 と軍部 の対立 か ら広 田弘毅 内閣が総辞職 した後 、同.月25日 、
宇垣 に組 閣の大命 が発 せ られ た。 しか し、宇垣 に反 対 の陸軍 は陸相 を推 薦せ
ず 、組 閣断念(29日)に 追 い込 まれ た こと。 その後 、38年5月26日 、近衛 改
造 内閣で宇垣 は広 田の後任 と して外相 に就任 す るが、その年 の9月30日 、興
亜院 問題 で辞 職 、在任4ヶ 月余 で あった。
ここで宇垣 は 日中戦争 も 日米 戦争 も不可避 では なかった とい うこ とを強調
してい る。 この うち南方資源 を英 、米、 日の話 し合 いで分 け合 えば、 日米 戦
争 も避 け られ た とい うの は、 日米 交渉の最 大の難 関が 中国か らの 日本軍 の撤
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退 で あった こ とか ら見て、 目本 が 中国撤 退 を決意 しない限 り、交渉が妥結 し
たか ど うかには疑 問があ るが、 日中戦争 につ いては宇垣 の言 う通 りであろ う。
む しろ主戦派 で さえ、当初 か ら全面戦争 をす るつ も りではな く、蒋介石 に一
撃 を加 えて威力 を誇示 し、屈服 させ よ うとい う意 図か らの作戦行動 であ った
わけだか ら、 も し37年1月 に宇垣 内 閣が出来 ていた ら、盧溝橋事件 以降の歴
史 は ちが った もの になっていたはず だ。
も う一人 、 予備 役海 軍大 将 でGHQか ら出頭 命令 を受 けた高橋 三 吉氏氏 の
イ ンタ ビューが12,月4日 の2面 右 肩 に登場す る。 「中国 の言葉 どほ り 日本
泥 沼 に入 る 逮捕 命令受 けた高橋 氏」 で ある。興 味深 い記事 なので、 これ も
全 文 を紹介す る。
「高橋 三吉 大将 は三 日午 後 もんぺ 姿の鄙 びた格 好 で庭 い じりを してゐた。
芝 区 白金 今里 町の焼 け残 った一一角、 ま るで質素 な家 と庭 であ る。 つぎだ らけ
の足袋 にチ ビた下駄 をつっかけ 『い い姿だ ら う』 と明 る く笑ふ。 その毎 日が
『書 の手習 に 、南画 の稽 古 、それ か ら菜 っ ぱ作 りかナ … 』 といふ生活 で
あってみれ ば、それ だけでは、 とて も 『戦 争犯罪人 』 な どといふ いかめ しい
人 とは見 えぬ。だ が話 ひ とたび 『戦争責任』 に及ぶ と 『ああ覚悟 は してゐた、
出る ところに出て、 いふべ き こ とはハ ッキ リい った方がいい のだ』 とキ ッパ
リ男一 匹の男 ら しさを見せた。(以 下が本 人 の談話 … 引用者)
出頭命令 の 出た といふ こ とは、今 は じめて君(記 者)に き くわけだが、 い
つれ来 るだ ら うと待 ってゐた。 ワシは十 四年春 予備 役 になったが、戦争 中い
た る処で話 を してゐた し、名 前 はち った あ聞 こえて ゐ るだ らうしね一一 今次
戦争 は支那事 変の延長 だ と考へて ゐ る。 責任者 の一人 と して他 の責任 をいふ
のは ど うか と思ふ が、開戦 の東 条 内閣に責任 あ りとすれ ば、支那事変 の近衛
内閣は ど うして も責任 をまぬがれん と最初か ら考へ てゐた。軍事参議官時代、
支那事 変勃発一 月前 、 ワシは中国 を旅 行 し、南京 で何応 欽 と会 った。初 めて
の会見 だ った が彼 はか ういふ意 味の こ とをい った。
海 軍 の方 だ か らわか って もらへ る と思ふ が、 日華 は絶 対 に戦 ってはい けな
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い。 現在 、 日本大使 は親 善 々々 を叫ん でゐ るが華 北へ い って ご らん な さい。
糞東政 権(日 本 が作 った偲偏 政権 … 引用者)は ある し、い ろい ろな もの
を密輸 した り、 日本 の飛行機 が定期便 を開始 した り、 これ は明 らか に主権 の
侵 害では ない か、改 めて貰 ひたい。不幸 に して 日華衝 突すれ ば、 中国はその
力で しか も何年 で もや る。 日本 は外 国か ら侵略 国 と見 な され て 中国は最 後 に
は必ず勝つ。
さ ういふ率 直な所見 だった。 わ しも 日華戦ふべ か らず とす る意見 には全然
同意で あった。 日本 に帰 って もちろん海 軍省 にその 旨報告 した。 ところがそ
れか ら二週 間ほ どして事変 が始 まった。 米 内大 臣か ら派兵 に決 した こ とを事
後伝 達 され た。 非常 に残念 に思 った。今 も さ う思 って ゐる。 局地解決 は駄 目
で、た うと う泥沼 に足 をつ っ こんで しまった。残念 な が ら何応 欽 のい った通
りで ある。
十 四年 の春 、予備役 になって ワシはそ の後陸海 の内幕 な どテ ンで知 らない、
… 今次戦争 は勅語 にあ る通 り、止 む を得ず 立った のだ と政治 の門外 漢た
るわ しは さう真正面 に解釈す る外なかった。戦い が始 まった以上 は勝 たなきゃ
あな らん。在 郷軍人 の一 人 としての任務 はそれ だ と考へ 、一生懸命 講演 な ど
をや った。 ワシは聯合艦 隊長官 の ころの帝 国海 軍の猛 訓練 とそ の実 力 を考へ
て必勝 の算 あ りと確信 して をった。 だ か らアメ リカ と戦争 をやれ といふ ので
は無論 ない。 それ はまた別 の人 が考へ る こ とで、艦 隊の将兵 は命 の まにま に
実力 を発揮 す るこ とを懸命 に心が けただ けだ ら うと思ふ。 ただ私等 は不敏 に
して国内の生産力 な どにつ いて よく知 らなか った。在 郷 の大将 な どといふ と
世 間で は相 当の内幕 を知 って ゐ ると思 ふか も しれ ない が、聯合艦 隊 のあの惨
澹 た る内容 について は終戦 後 の発表 で初 めて承知 した次第 だ。 大本営発 表 だ
けで は さ うひ どい はず はない んだか らね、驚 いた始 末 だ。」
この高橋三 吉 も宇垣 一成 同様 、中国 とは戦 うべ か らず とい う立場 で あった
ことがわか る。 しか し、そ うい う声 は威 勢 のいい強硬論 の奔流 に抗 すべ くも
なか ったので あろ う。 そ してい ったん 開戦 となれ ば、理性 的 な議論 の出来 る
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雰 囲気 はな くな り、戦争の実情 を把握 す る人 間は ご く少数 のまま、大勢 は雰
囲気 に引 きず られ て破 局まで突 き進 む とい う日本 の軍部 の持 って生 まれ た性
格 が うかがわれ るイ ンタ ビュー であ る。
(六)敗戦2年 目、 よ うや く現 実 に 目が
1945年 が暮れ 、46年 が 明ける と、それ な りに人々 は落 ち着 き を とりもどし、
戦 争 につ いて、 中国 についての現実 に 目を向け始 めた。前述 した よ うに45年
秋 か ら戦争犯 罪人 の逮捕 が相 次 いだ こ とで、戦 中 に吹 き込 まれ た戦争観 は否
定 さるべ き もの とい う認識 が 国民的 に定着 し始 めた ことに もよ るで あろ う。
46年 元旦 、 「日華和協 の新基本方式 」 と題 す る平野義太郎 の約250行 、論文
とい って もいい長 さの文章が掲載 され た。 平野 は戦前 はマル クス主義者 、戦
中は国策 の積極 的推進者 、そ して戦後 は再びマル クス主義者 とい う振幅の激
しい思想家 であ るが、 それ だけ に時代 の空気 を知 るには この人の文章 は格 好
の材料 か も しれ ない。新 しい 日中関係 を こ う説 く。
「日華親 愛友好 関係 の向かふべ き捷 径 は、国際連合憲 章の理想及 び原則 に
の っ と り、平和 に して責任 ある政府 を樹立 し、 日本 を根底 か ら民主化す るこ
とで あ る。(中 略)
新 しい 日華 関係 の樹 立は、まつ 旧軍 閥 ファ ッシ ョ勢力の根 こそ ぎ掃討か ら
出発 し、一切 の政治体制 の民主化 を前提 とせね ばな らぬ。」
結論 は こ うで あるが、その間、戦前 、戦 中の 中国政策 、 中国観 を激 しく批
判す る。
「日本 軍国主義 は 口に東洋 の道 義 を唱へ なが ら中国の民衆 に対 して道義 を
忘れ暴虐行 為の数 々 を敢 て した ことを国民 は謝罪 してい る。」
「新興 国家が隣 邦の経 済資源 と有無相 通 じさせ よ うとす るな ら、平和 的な
経 済協商 に よ り合理 的に納得 の行 く方法 を採 るべ きであ るにかか は らず 、武
力 に訴 え掠奪 した のが 日本軍 国主義で ある。」
「軍 国主義 の指 導者 は この侵 略 のた めに 中国人 に対 す る侮蔑観 を教 え込み、
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御用学者 は これ を合理化 す るた めに中国に は社会 が あるが 国家性 を散如 す る
とか、愛 国心が薄弱 だ とか、利 己主義 で利 害 の打算 に強い物 質万能 だ とかそ
の後進性や道義 的頽廃 や死灰 の なかに人 々の心 が荒 んで理想 も夢 もない論 没
せ る姿や 動揺 、混沌 の分裂 状態 を唱道 した。 そ の抗 日教 育 を攻 撃 しなが ら、
ほかな らぬ 日本の学校教育では 中国の侮蔑視 を子供達 に教へて来たのである。」
「新 中国 の真 の姿 、真相 を全 国民が再認識 す るためには 、まつ青 少年 の教
育か らかへて ゆ くこ とが肝要 であ る。 … 学生 、生徒 の頭 に こび りつ いて
い る旧い 日本 優越感 に基 く中国観 を彿 拭 しつ くして本然 の 中国人観 に立脚す
るや うにせ ね ばな らぬ」
ここには 「謝罪」 とい う言葉 も使 われ てい る し、それ までの 中国観 の否定
的 な要素 が洗 い ざ らい並べ立て られ てい る。 こ うい う角度 か ら中国 を見 るこ
とに抵抗感 がな くなった こ とを示 してい る。
それ を裏付 けるよ うに 「新 しき世界 の力」 と名づ け られ た外 国の指導者 紹
介 の170行 ほ どの連載 企 画 の1月8日 に蒋介 石 、1月10日 に毛 沢東 が あいつ
いで登場す る。
「蒋介石」 を読 んでみ る と、
「戦 いの間、蒋 氏 は 日本 軍国主義者達 によって徹頭 徹尾抗 日反 日の中心的
存在 として悪 罵 され、 日本 民衆の憎悪 の対象 に立 た され ていた。 しか し、終
戦 と共 に、閉 ざされて いた扉 が開いて 見た ら吾 々の前 に現れ た蒋 氏 はそれ と
は全 く別 の人 で あった。」 と、戦 中の報道 が故 意 に歪 め られ てい た こ とを認
めた上 で、前 年8月15日 の放送 につい て 、 「在 華 日本 人 は蒋氏 の寛容 に感 激
措か ざる ものが あった」 と、そ の温情 にまず感謝す る。
そ して31年1月 にす でに蒋 氏が第二次 大戦 の危機 が迫 ってい る と論 じた こ
とに触 れ、 「今 に して思へ ば蒋 氏 は実 に明敏 な観 測 を下 した もので 、そ の先
見の明 と見透 の正 しさとには驚嘆 の外 ない のであ るが、 その ころ 日本 の軍 国
主義者達 は何 を 『犬 の遠 吠 え』が と鼻 で あ ざ笑 った もの だ」 と、 日本 の軍 国
主義者 と対比 してそ の賢明 さを讃 える。
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さらに蒋介 石 はかね て 日本 との戦 いは避 け るべ しとの態度 だったが、36年
12月 の西安事 変で、そ の 「対 日軟弱態度 」 には終止符 を打 った。 これ につい
て記 事 は 「然 し当時 日本 の軍部 も国民 も 『支那 な にす る ものぞ、抗 日猛 らば
猛 れ』 といふ態度 で、我 に鉄 の軍 隊 あ り、二、三個 師 あれ ば抗 日支那 の征服
は易 々た るもの だ と揚言 し、 この恐 るべ き認識 不足 の もとに 『運命 の支那事
変』 に突入 した のだ った」 と書 く。
この記述 は きわめて正確 で ある。 ま さに この よ うに して 日中全面戦 争は始
まった。敗 戦 か ら五 ヶ月、 この段 階で は 日本 の 中国認識 の誤 りがかな りの程
度 に共有 され る ことになった と見ていい だ ろ う。
1月10日 の 「毛沢東 」は、 当時まだ知 られ ざる部分 が大 きか っただけ に、
人物 、経歴 の紹介 が主で あ る。 そ して 「われわれ は九千五百万の民衆 を領導
してい る」 とい う毛 の発言 につ いて 、 「これ を事実 とすれ ば 中国 の四分 の一
に近 い人 口を支 配 して ゐるわけで、 … 彼 の領導す る勢力が 中国統一 の上
に如何 に大 きな影 響 を持つ かがわか る」 と、共産 党の重 要性 を指摘す る。
「中共党 員 は農 民 に向 って社会 主義 だ とか共産 主義だ とか は言 はないで 、
ど うすれ ば生活 が楽 になるか といふ実践 か ら始 めてゆ く。 これが 中共の民衆
組 織 の秘密 か も知れない」
また、人物 につ いて は 「下級兵 士 と同 じ生活 を し、数枚 の毛布 と二着 の綿服
以外 に 『財 産』 を持 たぬ とい はれ た彼 は中国の一般農民 と同 じ単純な 自然な
態度 で よ く笑ひ 、その笑顔 は"自 分 の信念 にい ささか も動揺 のない子 供のや
うな笑 ひ だ"」 との 、エ ドガー ・ス ノ ウの 『支那 の赤い星』(後 の邦訳 タイ
トル は 『中国の赤 い星 』 … 引用者)の 記述 をそ のまま好意 的 に紹 介 して
い る。
敗 戦 直後 の 中国を戦勝 国 とさえ認 めた くない雰囲気 は ど うや ら消えた。
2月12日 には 「本社前上海総 局長 ・宮崎世龍 」署名 の 「日華関係 の将来
鍵 は 日本民主 化 権益 と優越 感 の清算 」 と題す る約250行 の評論 が1面 に掲載
され た。従来 の 「支那」 とい う呼称 が この記事 では 「中国」 に変 わった。
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「厳密 な意 味で聯合 軍の対 日戦争 が まだ終熔 してゐ ない今 日、戦勝 聯合軍
の一員 た る中国に対 して戦敗 日本 が将来 の 日華提携 を云 々 してみた ところで
それ は凡そ無意味で あ る。 我 々には 目下 の ところ発 言権 はないので ある。 と
はいへ 中国に対 して は、その他 の戦勝 諸国 に比べ て、歴 史的 に、地理 的に文
化 的 にそ して人種 的 に身近 か な もの を 日本 人 は感 じてゐ る。 そ して 日本 が将
来新 国家 と して一人前 にな るには、 ど うして も中国 との心か らな る提 携な し
では 困難 であ るこ とを誰 しも認 めて ゐ る。」
敗 戦に よって国土は狭 め られ 、食糧 は不足 し、外 国貿易 は 自由にな らない。
「そ こで 中国 と提携 す る こ とに よって 日本 の活路 を海外 に見 出 さ うと考 へ る
ので ある。」 だが、筆者 は続 けて こ う書 く。
「しか し、それ は 目下の ところ甘い考へ方 であ る。 そ こまで行 くには、ま
だ まだ長 い年 月が かか り、敗戦 の苦難 を 日本人 が骨 の髄 まで味ひ、今 日の 日
本 が真 の民主主義 国家 に生まれ変 った暁の ことであ る。」
「将来 の対 華政策 は 日本 が過 去 にお いて暴力 の下 に獲 得 した諸権益 と優越
感 の一切 を先 づ御破 算 と し民主主義新 日本 の基盤 の上 に再 出発 さるべ きであ
る。」
や がて 日本 も国 際社 会 に復帰 す る 日が来 るで あ ろ うが、 「そ の時 の 日本 の
姿 は どんな もので あ ら うか」 と筆者 は 自問 し、次 の よ うに 自答 す る。
「た とへ民主主義 的形態 を一応備 えてゐ よ うともそれ は正 しく 『弱小 国家』
で あ るこ とだ けは間違ひ あるまい。
最早軍備 もな く、経済力 も微 弱 とな もの となってゐ るだ ら う。過 去数十 年
間 中国に対 して常用 した桐 喝的、武断的政策 は実施 しよ うにも実施 しえない。
ま た今 日継続 的 に実施 され てゐ る 日本財 閥 の解体 の結果 は、最 早帝 国主義 的
搾取 を 中国に対 して行ふ には無力過 ぎるで あ ら う。 さ らに、過 去 にお け る 日
本 の対外政策 は主 として財 閥、軍 閥、官 僚 といふ 一部 特権 階級 の利 益 のた め
に行 はれ 、国民大衆 の利 害は敢て 問ふ ところではなか った。 かか る対外政 策
も国内におけ る民主 主義政 治の徹底 に よって是正 され 、国民 大衆の利益 のた
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めの外交 が公 明正 大 に行 はれ えよ う。」
た んに 中国観 が変 わ った とい うこ とで な く、敗 戦が 日本 を ど う変 えるか、
あ るい は 日本 自身 が ど う変 わ らな けれ ばな らないかを考 えた場合 、弱小国 日
本 と被 害 国で あ り戦勝 国であ る中国 との関係 は、 日本 が徹 底 した民主化 をな
しとげなけれ ば成 立 しえない とい うのが筆 者 の結論 で ある。
敗戦直後 の何本 か の記事 との違い は、敗 戦 が何 を意味す るかが この間 に浸
透 した ことの故で あろ うし、事態 が この まま推移す れば、明治以来 の中国 に
対 す る優 越感 も払拭 され たか も しれ ない。 しか し、 こ とはそ う一 直線で はな
か った。
(七)二人 の帰 国報告 野坂参 三 と武 田泰淳
46年 には中国か ら帰 国 した人の談話 が紙 面 に登場 す るよ うにな る。 ここで
は野坂参 三、武 田泰淳 両氏の話 を紹 介 してお きたい。
野坂氏 は前 に もあった よ うに戦 中、 中国共産 党 とともに延安 にあって反戦
運動 の中心 として活動 し、十六年ぶ りの帰 国。武 田氏 は上海 中 日文化協会 に
勤務 していた との紹介 があ る。
46年2月4日 、 「救国 は 日華 提携 野坂 氏 に聴 く 真 の民 主が結 ぶ友 情
工 業化へ まつ技 術援助」
野坂氏 の談話 は 「私 の愛す る祖 国 はかつて侵 略者 であ った。そ の迫害の様 々
を私 は中国の 同胞 とともにみて きた。 その堪へ難 い気持 は私 を駆 って 日本人
解放 連盟 の仕事 に よ り激 しい情熱 を注 がせ た」 と始 ま り、 自身 で 目撃 した 日
本 軍の 「無住地 帯」作戦 で跡形 もな く破 壊 され た村 の様子 を語 る。
「地図 に も立派 に出て ゐるかな り大 きな部 落だ ったが、 日本 軍が跡形 もな
く壊 したた めいまは土 くれ だけが残 ってゐ るばか りなのだ。住 民は勿論犬 猫
さへ ゐない。 このや うに して抹殺 され た町村部 落 は数か ぎ りな く、また破壊
の徹底ぶ りは到底東京 な どの比 では ない。」
「百姓 は土地 を追われ 、家 は焼 かれ 、家族 は拉 致 された。 中国の産業 もあ
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らかた 日本 の資本家 が掠 奪 して ゐる し、 日本軍 国主義 が中国人民 に加へ た暴
虐 と迫害 は莫 大 なものだ。(中 略)
将来 日本人 は 中国に対 して これ ら罪悪 の償ひ を しな けれ ばな らな い。 その
一つ は物質 的賠 償 のほかに平和 な民主 的 日本 を作 り上 げる ことだ。 これ が 中
国 に対す る償 ひの最大 の もので ある。(中 略)」
「日本人 は"チ ャン コロ"な る一言 が示 すや うに過去 永い あひだ 中国人 を
侮辱 して きた。 このや うな態度 を厳 しく反省 し、誤 った優越感 はい ま直 ちに
捨て去 るべ きだ。
も う一つ は 日本 が復 興 した場合 には、侵 略のた めではな く、心 か ら中国 を
援助 し、産業建設 と工業化 に援助 しな けれ ばな らない。」
野坂 氏 はま た中国共 産党 と毛沢東 につ いて、次 の よ うに語 る。
「中国人民 の 日本人 民 に対す る感情 は今 の ところけっ して よ くはない。 だ
が指導者 は違 ふ。毛沢東 氏 を始 め私 の接 した要人 た ちは非 常 によろ こんで く
れた。 それまで 日本人 の反 戦主義者 、共産主義者 がゐな かったた めで もあ ら
うが、私 を中央委員 と同等 の待遇 で迎 えて くれ た。 日本人解放 聯盟や 労農 学
校 を作 る ときの私 の相 談相手 は毛沢東 氏 であった。
今 中国 には二人 の偉 大 な人物 があ る。一人 は蒋 介石氏 であ り、一人 は毛沢
東氏 だ。 この二人 が 中国 を救ひ 、全 国統一 の大業 を成就 しつつ あるが、将来
の新 民主主義 中国 を建 設す る人 は毛沢東氏 であ る。 将来 は勤労人民 の 中国 に
な るか らだ。」
この野坂談話 の最後 の部分 で、将 来の 中国の指導者 は毛沢東 だ と言 って い
るのは、共産主義者 として当然 で あるに して も、蒋介石 につい て毛沢東 とな
らべ て 「偉大 な人物 」 と評 してい るの は興 味深 い。す でに抗 日戦末期 か ら国
共の矛 盾 は激化 し、武 力衝突 も起 きてい たか ら、三十年代 の蒋介石 に よる執
拗 な 「包 囲討伐 」のた めに 「長征 」 を余儀 な くされ た苦難 の時代 の こ とは さ
ておいて も、戦 後の延 安 には蒋介石 に 「偉 大な」 とい う形容詞 を冠 す る雰 囲
気 は なか った のでは なか ろ うか。
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とすれ ば、蒋介 石 を 「偉 大な」 と形 容 したのは野坂 自身 の考 え方 であ ろ う
が、それ は 日本 におい て蒋 の評価 が 高い ことを考慮 したの か、それ とも実際
に 中国で蒋 は 「偉 大」 と見 られ てい たか らか。知 りたい ところであ る。
じつ は次 に紹介 す る武 田泰淳 の一文 は、 この二人 が相 争 うの を知識 人た ち
が心底 恐れ てい るこ とを伝 えてい る。
46年6月3日 、武 田泰 淳 の 「最近 の 中国文化界」 の全文 を掲 げる。
「現在 、 中国文化 人 は戦勝 に酔 ってはゐ ない。戦 時中文化 人 の冷静 な批判
力 は中国 をよ く守 りっづ けた。 同様 に、彼 等の批判力 は民主戦線 の戦後 の発
展 の支柱 となってゐ る。悪 を悪 として追求す る彼等 の態度 は勇気 に満 ちてゐ
る。
今年 蒋 主席 は北京 行 に際 し、学生大衆 には大 いに慰撫激励 の言葉 をあたへ
た。 これ に反 し、高級官吏 、軍人 に対 して は、 その私利 私欲 を非難 し、接収
事務 の停 滞 はなはだ しい ことを嘆 じた。 面罵 と言 って よい程 、 それ は痛 烈な
叱責 で あった。 このや うな批判精神 は全 文化界 にみ なぎってゐ る。
終 戦後 しば らく、在華 日本 勢力 の罵倒 に熱 中す るか に見 えた新 聞雑誌 も、
ただ ちに漢好 摘発 に転 じ、や がてた ちまち国内 問題 の論議 を活 発 に展 開 し出
した。戦後 の 中国建設 には大 きな困難 があ る。 その困難 の原 因 を具体的 に調
査 分析 し徹底 的 に除去せ ねば な らない。
物価 の暴騰 は何 によるか、 日本側 工場 は接収後運 転 してい るか、東 北問題
は誰がいつ解決す るか、政治犯 人 は どの程 度 に釈放 され てゐ るか、第三軍方
面 治下の上海 民衆 は幸福 であ るか な どと、 問題 は矢継 ぎばや に読者 の面前に
提示 され る。
長篇作 家茅盾 が戦時 中、長篇 『腐食 』、戯 曲 『清 明前後』、旅 行記 『見 聞雑
記』等 で批判 した暗黒 面は、 もち ろん消滅 してはゐ ない。貧 官汚吏や悪質軍
人 に苦 しめ られた 民衆 の報告 も跡 をた たない。 そ して何 よ りもおそ ろ しい の
は 内戦で あ る。 内戦 を即 時停 止 して民衆 を救へ といふ叫び は、決 してス ロー
ガ ンでは ない。 今や 祈 り、悲願 に近 い。 昆 明の学生デ モ には じま り、青 島、
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上海 に も発 生 した内戦反対 運動 は、穏健 な大学 教授や 大学生 の真 面 目な苦 し
み を表現 してゐ る。国共停 戦令 が下った祝賀 の席 上、郭沫若 が暴徒 におそ は
れた のは、文化人 の動 きの真 剣 であ る結 果 と考 へ られ る。
国共衝 突 がは げ しくな るにつれ 、東 北 問題 が重 苦 しく知識 人 をなや ます。
赤色 漢好 を倒 せ といふ ビラや 、戦争再発 に乗 るな といふ論評 、いつれ も息づ
ま るよ うな空 気 の裏 と表 にす ぎない。
作家老舎 がア メ リカ か ら招 待 され て出発 す るにあた り、色 々 うれ しい 旨を
のべ た 中に、『休養 のた め』 といふ 言葉 が あった。 これ は今 日な ほ続 い てい
る作 家 たちの窮乏の程度 を明示す る。 だが国 内にゐ る以上休養 は不可能 で あ
る。休養 はお ろか、重慶 か ら上海 に出て来 るに もかな りな 困難 が ある。 学校
を開 き、工場 を動 かす に も困難 が ある。 それ ら困難 な 日常の 中で、文化人 た
ちは批 判精神 を研 ぎす ま し・鈍 らさな い。 阪西省 の農村 で も、雲 南省 の大学
で も。」
ここで武 田は 中国の知識人 た ちが きわめて困難 な 日常の 中で、批 判精神 を
みな ぎ らせ て現実政 治 に発言 してい る状況 を報告 してい る。それ は軍部 の威
嚇 の前 に 口をつ ぐんだ 日本 の知識 人 との対比 にお いて、武 田の心 を とらえた
もので あろ う。 そ して苦 しい抗 日戦が終 わ った ばか りに もかかわ らず 、内戦
の危機 が高 ま りつつ ある こ とが彼 らを苦 しめてい るこ とも。
しか し、 実際 には 内戦 は現 実の もの とな り、 中国に平和 が も どるのは3年
以上 も先 の こ とになる。 も し国共 内戦 が なかった ら、 とい う仮 定 は無意 味 で
はあ るに して も、も しそ うで あった ら中国のその後 は大き く違 った ものになっ
た ろ うし、 日本人 の中国観 もまた敗戦 とい う大 きな犠 牲 を払 って獲得 しただ
けの変容 を見せ たにちがい ない。
お わ りに
明治 以来の 日本 は先進 欧米諸 国 との距離 を縮 める ことを 目標 と して 、国づ
く りを進 める一方 、ア ジア近 隣の国々 に対 してはそ こに後進 性 のみ を見 出 し
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て 、 自 らをアジアか ら差別化す るこ とで、先進 に対す る引け 目をそ ち らで カ
バ ー して きた。
近 隣 に先駆 けて憲法 を制定 し、議会 を開設す るな どは他 国 との間 に摩 擦 を
生 まないが、 日清戦争 に勝利 して以降 は、軍事面で も先進 を見習 うよ うにな
り、数 多 くの戦 いを 自 ら仕掛 け るよ うにな った。 幸 か不幸 か、20世 紀 の前半
においては、それ らの戦 い が支配 地域 や利権 の拡 大 を もた ら したた めに、そ
うす るこ とを 自らに与 え られ た特権 の ごとくに錯 覚 し、それ は八紘一宇 な ど
とい う幻想 を生む ほ どにま で肥大化 した。特権意識 は優 越感 と重な り、それ
は他者 に対す る侮蔑 を伴 う。
しか し、 日本 は1945年 に敗 戦 とい う冷 水 を浴び た。 この小論 はその冷 水が
特権意識 を どこまで解消 させ たかを、新 聞紙 面か ら跡付 けよ うと した もので
あ る。
引用 した記 事(だ けではない が)に もある よ うに、 この年 の中国戦線 か ら
の報道が 、勝利 へ の展望 が見 えない苦 戦の原 因は米 国を相手 と してい るか ら
だ として、 「中国 に負 け る」 とい う事実 か ら 目をそ らそ うと して いるのは、
それ まで の中国観 の修 正 を拒否 す る気持 ちの現れで あった ろ う。
37年8月 の開戦 当初 、 「暴支麿 懲」 を旗 印 に 「敵 の戦争意 思 を挫折せ しめ、
戦局終結 の動機 を獲得す る 目的 を以 って 、速 に中部河北省 の敵 を掃滅 すべ し」
とい う北支那方面軍へ の命 令 に見 られ るよ うに、鎧袖 一触 、相 手の戦意 を挫
い て意気 揚揚 と 「戦局終結 」へ持 ち込 む はず が、思 わぬ長期戦 に引きず り込
まれ、果 ては米国 とまで戦火 を交 えるに至 り、それ も敗 色濃厚 となった見込
み違 い を、す べて 「鬼畜米英 」 の干渉 のせ い に して しまいたい気持が そ こに
は如 実 に表れ てい る。
そ もそ も中国 と戦 った のが間違 いで あった となって は、 日本 とい う国の明
治以 来のア ジアに置 け る位 置付 けが根 底 か ら覆 って しま う、そんなはずはな
い とい う意識 が苦戦 の原 因 を米 国に求 め させ たのであ ろ う。
敗戦 が現実の もの とな って か らも、 中国各地 か らの報道 が しば らくは、あ
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たか もあって はな らない こ とが起 った よ うに、ひたす ら驚 き、悲 しむ調 子 で
あったの も、そ の継続 と言 える。
そ こに投 じられ た一 石が 、8月15日 の蒋介 石 の ラジオ放送 で あった。 自分
たちが それ まで 中国人 に対 してお こなって きた行為 の反動 を恐 れ る在華 日本
人 に 「暴行 を以 って暴行 に報い るな」 と説 く蒋 の言葉 は相 当なイ ンパ ク トを
与 えたであ ろ う。 この演説 に見 られ る道義性 の高 さは、中国人 自 らが 「惨勝 」
と呼ん だ よ うに、戦勝 とい うにはあま りにも惨状 を呈 していた国 の状況 とは
対照的 であ るが 、 この呼びか けが現実 に多 くの 日本 人 を救 った こ とは確 か で
ある。
前述 した よ うに この演 説 は後年 、70年 代初 めに 日中国交 回復 が現実 の もの
となった時期 に、それ に反対す る理 由のひ とつ として所謂 「親台湾派 」に よっ
て 「蒋介石 の恩 を忘れ るな」 と言 う形 で使 われ たが、 あ らた めて45年 当時 の
状況 を想像 して、この演説 の持つ重み を考 える と、む しろ 「親 台湾派 」によっ
て きわ めて政 治的 に綾小化 されて しまった とい う印象 が強 い。
この蒋演説 は戦後 の 日本 人が 中国 に対 す る認識 を変 えるきっか け とな るも
ので あった。 それ はそ の後の報道 の変化 に現れ てい る。 しか し、一般 の 日本
国民 の意識 はそ う簡 単に は変 わ らない。 それ を示 してい るのが11Aと12月 に
掲載 され た中国人 と 日本 人 の投書 の応 酬で あ る。
報道 では正 面 か ら取 り上 げ られ るこ とのなかった、 日本 人の 中国お よび 中
国人 に対す る優越感 の存在 が、 ここでは 中国人 によって 日本 人 に突 きつ け ら
れた。筆者 の高玉樹氏の 「諸君は今 こそ完全 に心を空 しうしなければな らぬ。
我等 に対す るいはれ のな い優越感 こそ、嘗 て諸君 の軍 閥 を して便乗せ しめた
最大 因子 ではなかったか」 とい う言葉 は、 日中戦争 の本質 を言 い 当ててい る。
もっ ともそれ は中国人 に とってはわ ざわ ざ改 めて言 うまで もない ことで あ り、
投書者 は敗戦 が現実 になって もまだそ こ 目を向け よ うとしない 日本 人 に業 を
煮や してい るので あ る。
これ に答 えた二人 の 日本 人 はきわめて良識 ある態度 で高氏 の言 うところに
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頷 きなが らも、林克 巳氏 はなお こ う言 う、 「われ われ が過去 に卿等 の上 に抱
いて来 た 『優 越感 』 は高君 の言 ふ如 く、 はた して 『いはれ なき』 ものであっ
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た らうか」 と。 林氏 は 「没 法子(し かたが ない 、 ど うしよ うもない)」 とい
う言葉 に表れ る中国民衆 の国民性 お よび政 治、経済 の混 乱が 「優越 感」 を生
んだ と主張す る。
また長 井真 琴 氏は伝 統的 な中国人 の 自尊意識 が歴 史的 に他 国 を軽侮 す る傾
きが あった こ とを指摘 して、 日本人 の 自尊 を中国 も認 めるよ うに求 めてい る。
敗 戦直後 とい う特殊状 況 の中で、歴 史的 、伝統 的 な問題 を取 り上 げる ことが
適 当か ど うか とい う問題 はあるが、 しか し、 これ もまた 日本 人の対 中国意識
には通奏低 音の よ うに存在 し、近代 以降 の対 中軽侮 はそ の反 動 と見 る ことも
出来 るのだか ら、意 味の ある指摘 であ る。
この 二人 の所説 は じつ はそ の後 も一 貫 して 日本 人が 中国に対す る態度 を形
づ くる上 での重要 な要素 であ り続 ける。1945年 が過 ぎて 、46年 にな る とよ う
や く新 しい現 実 を受 け入 れ る報道 が多 くな り、中国の指導者 に対 して も外国
の指 導者 に対 す る通常 の敬 意、 あるいはそれ以上 の敬 意 を もって紹介 す る記
事 が登場 して くる よ うにな る。
一 方
、 旧 日本 軍 の幹部 で、戦争 中は主流 の位 置 にいなか った人物 の回顧談
はいずれ も 日中戦争 か ら 日米 開戦 へ と進 んだ指導部 の戦 略性 の な さを指摘 し
てい る。蒋 介石 、毛沢東 ともに 日中戦争 につ いて、 中国単独 で は勝 て な くて
も、 いずれ 日本 は国際的 に孤立 し、 さらには米英 とも戦 わ ざるをえな くな り
敗 戦 に追 い込 まれ る との戦略 に基 いて、持 久戦 に持 ち込 んだ こ とは よ く知 ら
れ てい る。
それ と比べ る と、確 かに 日本 には確 た る戦略 がなか った。駐華独 大使 トラ
ウ トマ ンによ る調停 工作 も、局地戦 にお け る勝利(南 京 占領 な ど)にxaっ た
日本側 は、む しろそれ が結実 しない よ うに条件 を吊 り上 げ、軍部 は戦域 をず
るず ると拡 大 してい った。八年 とい う長 期 の戦 い とはなったが、結果 は中国
側 の予測 どお りとな った。
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敗戦 か ら日本 が教訓 を得 る とす れ ば、中国 をは じめ とす るア ジア近隣諸 国
に対す る 自らの優越意識 を清算す る と同時に、局地戦 の勝利 に驕 り、 ます ま
す貧 欲 に相手 を征 服 しよ うとした戦略 のな さを反省す るこ とであったはずだ。
しか し、戦後 の 日本人 は 自分た ちの手で戦争指 導者 た ちの責任 を問お うと し
なかったた めに、そ こか ら得 られ るべ き教 訓 も得 ない ままに今 日に至 って い
る。 とくに国際 的な戦 略性 の欠如 は昔 も今 も変 わ らない。
そ こで、 も し中国のその後の歴史 が野坂参三 の言 うよ うに、蒋介石 、毛沢
東 とい う 「二人 の偉大 な人物」 が 「全 国統一 の大業 を成就」す る とい う形 で
進行 したな らば 、 日本人 の明治以来 の 中国 に対す る偏 見 も是正 され たか も し
れない。
ところが、現実 の中国はその後 、三年 にお よぶ内戦 に沈 み、49年 に毛 沢東
率い る中国共 産党 が大 陸に中華人民共和 国 を打 ち建 てた ものの、折 か らの東
西冷戦 の中で米 国が台湾 に拠 る蒋介石 の国民党政権 を支持 した こともあって、
未 だ に 「全 国統一の大業」 は実現 して いない。
しか も、大 陸 におい てはその後、マル クス主義 と毛沢東 の独特 の発想 とか
ら、結果 と して生産力 を十分 に発 展 させ るこ とが出来 ず、建 国後 お よそ三十
年 もの 間、国民 を豊か にす るこ とが出来なか った。 毛沢東 の死 後 、経済発 展
を至上命題 とす る改革 ・開放 政策 が と られ る よ うにな り、東部 沿海 地方 の繁
栄 は近年 目覚 しい もの があ るが、十 三億 とい う人 口基数 の大 き さもあ って 、
一人 当た りGDPで 見 る限 り日本 の約 二十分 の一 とい うレベル に とどま って い
る。
また国の指 導思想 と してい まだにマ ル クス主義 を公 式 には放 棄せず 、共産
党 の一 党独裁 体制 を維持 してい るた めに、それ と伝 統的 な 自尊意識 とが結 び
つ いて、 ともすれ ば政府 の発言 は内向 け、外 向 けを問わず 、 自らの正 当性 を
過度 に強調す るものにな りが ちであ る。
この二つ の要 因 は、敗 戦直 後 、 中国人 か らの投書 で 「い はれ な き優 越感 」
を指摘 された ことに対 して、 二人の 日本人 がその指摘 を受 け入れ つつ も、 あ
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えて反論 を試 み た点 にほ かな らない。
近年 、 日本人 の中国に対す る好感 度 が とみに減 少 して い るこ とは、各種調
査 であき らかで あ るが、それ は上記 の二要 因が歴 史認 識や 一部 領域 にお け る
利 害対 立 によって増幅 され た もの と言 えるであ ろ う。
日本 人の 中国観 の構 造 は戦後 六十年 を経 て も、大 きな変化 は見 られ ない と
い うこ とにな るが 、それ は結局 、 日本人 の 自 らの行 為 を検証 し、責任 の所在
を明確 にす るこ とへ の消極 性 と、戦後 の中国の歴 史その もの による とい うこ
とにな るので あろ うか。
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